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江戸時代より神明の花火大会は、恋人の出会いの場として評判でした。そ

こで現在の恋人たちにも幸せが訪れてほしいと、神明の花火大会会場でも

ある花火公園に「神明の鐘」を設置しました。ここに訪れた全ての人に、幸

せの鐘が高らかに鳴り響くことを願っています。 
【市川三郷町提供】 
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道
志
村
は
、横
浜
市
の
固
有
の
水
源
と
し

て
明
治
20
年
か
ら
横
浜
市
に
水
を
送
り
続
け
、

深
い
つ
な
が
り
を
持
ち
続
け
て
き
ま
し
た
。
平

成
16
年
に
「
横
浜
市
と
道
志
村
の
友
好
交
流

に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
し
、道
志
村
は

水
源
地
と
い
う
役
割
を
、大
都
市
で
あ
る
横

浜
市
は
、上
流
で
あ
る
道
志
村
の
自
然
環
境

を
守
る
た
め
、相
互
理
解
を
深
め
、そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
支
援
す
る
こ
と
を
改
め
て
定
め
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
中
「
よ
こ
は
ま
型
若
者
自
立
塾
」

事
業
や
「
地
球
温
暖
化
対
策
」
事
業
な
ど
、

新
た
な
共
同
事
業
も
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
特
に
地
球
温
暖
化
対
策
に
向
け
て
の
取
り

組
み
と
し
て
、山
梨
県
、横
浜
市
、道
志
村
で

共
同
研
究
会
を
発
足
し
ま
し
た
が
、県
域
を

ま
た
い
で
都
道
府
県
、自
治
体
、政
令
指
定
都

市
の
連
携
は
全
国
で
初
の
取
り
組
み
で
、大

都
市
と
農
山
村
地
域
の
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資

源
・
資
金
循
環
に
よ
り
脱
温
暖
化
の
実
現
と
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
た
新
規
産
業
の

創
出
な
ど
、上
流
地
域
と
下
流
地
域
の
連
携

し
た
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
全
国
に
発
信
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 

都
市
と
の
交
流
に
つ
い
て 
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昭和２０年７月３０日、南巨摩郡増穂町生まれ。山梨大学中退。山梨
大学在学中に２５歳で甲府市議選に挑戦。昭和５４年４月甲府市議
会議員初当選、以来３期１２年。平成３年４月山梨県議会議員初当選、
以来３期１２年。平成１５年２月甲府市長選当選、現在２期目。６３歳。

甲府市長

02の やまなし 

甲
府
市
は
、
甲
府
盆
地
の
中
央
を
南
北
に

縦
断
し
、
南
に
霊
峰
富
士
、
北
に
八
ヶ
岳
と

金
峰
山
、
西
に
南
ア
ル
プ
ス
連
峰
を
仰
ぎ
見

る
風
光
明
媚
な
土
地
柄
を
誇
り
、
渓
谷
美
日

本
一
の
御
岳
昇
仙
峡
を
代
表
と
す
る
美
し
い

自
然
環
境
と
県
都
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
的
景

観
の
織
り
な
す
風
景
か
ら
、「
山
の
都
」
と
も

形
容
さ
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
性
も
豊
か
で
あ
る
本
市
は
、
武
田
信

玄
の
父
信
虎
が
新
た
な
甲
斐
の
府
中
（
都
）

と
し
て
、
永
正
16
年
（
1
5
1
9
）
に
京
都

を
模
倣
し
た
大
規
模
な
城
下
町
「
甲
府
」
の

造
営
に
着
手
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
以
後
、

現
在
に
至
る
ま
で
、
山
梨
の
政
治
、
経
済
、

交
通
、
文
化
の
中
心
と
し
て
発
展
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

市
域
に
は
、
武
田
氏
三
代
や
武
田
氏
滅
亡

後
に
甲
斐
国
を
統
治
し
た
徳
川
家
家
臣
で
あ

る
柳
沢
氏
な
ど
に
関
わ
る
数
々
の
史
跡
・
文

化
財
が
残
さ
れ
て
お
り
、
ほ
う
と
う
や
煮
貝
、

葡
萄
、
ワ
イ
ン
、
印
伝
、
宝
石
な
ど
多
彩
な

地
場
産
品
な
ど
と
と
も
に
、
今
日
の
甲
府
の

ま
ち
を
彩
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
12
年
に
全
国
特
例
市
に
指
定

さ
れ
、
平
成
18
年
3
月
に
は
中
道
町
、
上
九

一
色
村
北
部
地
域
と
の
合
併
を
行
い
、
新

「
甲
府
市
」
と
し
て
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い

ま
す
。

甲
府
市
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
少
子
・
高

齢
化
の
進
展
と
人
口
減
少
社
会
の
到
来
、
循

環
型
社
会
へ
の
転
換
、
地
方
分
権
の
進
展
な

ど
行
財
政
運
営
の
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、

将
来
の
あ
る
べ
き
姿
（
都
市
像
）
を
「
人
が

つ
ど
い
　
心
が
か
よ
う
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま

ち
・
甲
府
」
と
し
た
平
成
27
年
度
ま
で
の
市

政
運
営
指
針
と
な
る
、
総
合
計
画
を
平
成
18

年
に
策
定
し
ま
し
た
。

現
在
、
本
市
で
は
都
市
像
実
現
の
た
め
基

本
計
画
に
位
置
づ
け
た

・
互
い
に
支
え
合
い
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
・
夢
に
あ
ふ
れ
心
豊
か
に
人
と
文
化
が
輝
く

ま
ち

・
次
代
に
引
き
継
ぐ
快
適
で
美
し
い
安
ら
ぎ

の
ま
ち

・
に
ぎ
わ
い
と
豊
か
さ
を
創
り
だ
す
風
格
の

あ
る
ま
ち

・
魅
力
と
活
気
の
あ
る
だ
れ
も
が
住
み
た
い

ま
ち

の
5
つ
の
基
本
目
標
を
基
調
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て

営
々
と
築
か
れ
て
き
た
こ
の
素
晴
ら
し
い
ま

ち
を
、
次
の
時
代
に
誇
り
と
自
信
を
も
っ
て

引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
、
周
囲
の
景
観
や

山
の
都
「
甲
府
」

甲
府
市
の
都
市
像



の やまなし 03

伝
統
文
化
と
調
和
し
た
総
合
的
都
市
機
能
の

充
実
を
図
り
、
甲
府
に
集
う
す
べ
て
の
人
々

が
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」「
来
て
よ
か
っ
た
」

と
思
え
る
ま
ち
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
活
力
あ
る

ま
ち
を
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
参
画
と
協
働
に

よ
り
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
地
域
が
抱
え

る
課
題
な
ど
に
対
し
て
、「
地
域
の
こ
と
は
地

域
で
考
え
て
地
域
で
決
め
る
」
と
い
う
自
己

決
定
、
自
己
責
任
、
受
益
と
負
担
の
明
確
化

に
よ
り
地
方
が
主
役
と
な
る
地
域
経
営
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
行
政
が
主
体
と
な
っ
て
き
た
自
治
体
運
営

の
担
い
手
が
、
市
民
参
加
や
協
働
に
よ
り
多

様
化
し
て
き
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

明
確
に
す
る
必
要
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
自
主
・
自
律
の
自
治
体
運
営
へ

の
動
き
が
進
む
中
で
、
甲
府
市
に
お
い
て
は

「
参
画
と
協
働
」、「
情
報
の
共
有
」
を
自
治
体

運
営
の
基
本
原
則
と
す
る
、
甲
府
市
自
治
基

本
条
例
を
市
民
の
皆
さ
ま
や
有
識
者
、
市
議

会
と
協
働
で
平
成
19
年
6
月
に
制
定
し
、
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〜
参
画
と
協
働
の
原
則
〜

甲
府
市
が
自
律
し
た
自
治
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
市
民
、
市
議
会
、
市
長
等
が
「
参

画
と
協
働
」
の
も
と
、
よ
り
よ
い
パ
ー
ト
ナ

ー
と
な
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
市
民
が
市
政
に
参

画
す
る
権
利
と
責
務
、
市
民
の
意
見
提
出
や

審
議
会
委
員
の
公
募
な
ど
の
参
画
と
協
働
の

具
体
的
な
内
容
を
定
め
、
相
互
に
責
任
を
持

っ
て
協
力
し
合
え
る
関
係
を
構
築
す
る
こ
と

で
互
い
の
独
立
性
と
対
等
性
を
尊
重
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

〜
情
報
共
有
の
原
則
〜

「
参
画
と
協
働
」
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

市
民
、
市
議
会
及
び
市
長
等
が
そ
れ
ぞ
れ
持

っ
て
い
る
市
政
に
関
す
る
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
情
報
を
共
有
す
る
た
め
に
、
市
民

の
知
る
権
利
、
市
議
会
及
び
市
長
等
が
積
極

的
に
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
や
、
わ
か
り
や

す
く
説
明
す
る
こ
と
を
定
め
、
市
政
の
適
切

で
円
滑
な
運
営
を
図
っ
て
い
ま
す
。

本
市
は
現
在
、
新
庁
舎
建
設
や
中
心
市
街

地
活
性
化
、
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
な
ど
将

来
の
ま
ち
の
礎
と
な
る
大
型
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
私
は
今
年
に
掛
け
る
自
分
の

思
い
を
「
敏
」
と
い
う
字
で
表
し
て
い
ま
す
。

俊
敏
や
機
敏
な
ど
に
使
わ
れ
る
「
敏
」
は
、

「
は
し
こ
い
」、「
す
ば
や
い
」、「
さ
と
い
」、

「
か
し
こ
い
」
な
ど
の
意
味
を
持
ち
、
次
々
と

来
る
仕
事
を
て
き
ぱ
き
と
さ
ば
き
、
直
面
す

る
多
く
の
課
題
を
職
員
と
共
に
乗
り
越
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
職
員
一
人
ひ

と
り
が
英
知
を
絞
り
、
新
し
い
発
想
で
の
取

り
組
み
を
進
め
、
本
市
独
自
の
特
色
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

「
参
画
と
協
働
」

「
情
報
の
共
有
」

〜
甲
府
市
自
治
基
本
条
例
〜

お
わ
り
に

愛護会や市民を母体としたアダプト制度
（甲府市公園の自主的な美化活動）による池田公園清掃活動

市民参画の甲府・中心市街地を語る会の状況
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南
ア
ル
プ
ス
市
の
お
祭
り
と

イ
ベ
ン
ト

現
在
市
で
開
催
さ
れ
る
お
祭
り
に
は
、
毎

年
2
月
10
日
、
11
日
の
2
日
間
行
わ
れ
、
甲
斐

路
の
季
語
と
も
な
っ
て
い
る
歴
史
あ
る
若
草

地
区
の「
十
日
市
」、
7
年
に
1
度
、
寅
と
申
の

年
の
4
月
に
今
諏
訪
地
区
の
諏
訪
神
社
で
行

わ
れ
る
「
御
柱
祭
り
」、
毎
年
4
月
29
日
、
釜

無
川
三
郡
橋
上
流
の
河
川
敷
で
開
催
さ
れ
甲

州
凧
の
伝
統
を
県
内
で
唯
一
受
け
継
い
で
い

る
南
ア
ル
プ
ス
市
な
ら
で
は
の
お
祭
り
で
あ

る
、
甲
西
地
区
の「
甲
州
凧
上
げ
ま
つ
り
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

～「歓び、分かちあう都市」
創造プロジェクト～

04の やまなし 

市の風景

南アルプスブランド「貴陽」

山
梨
県
の
西
側
、
南
ア
ル
プ
ス
山
麓
に
位
置

す
る
南
ア
ル
プ
ス
市
は
、
美
し
い
自
然
に
囲
ま

れ
た
地
域
で
す
。

平
成
15
年
4
月
1
日
に
八
田
村
、
白
根
町
、

芦
安
村
、
若
草
町
、
櫛
形
町
、
甲
西
町
の
4
町

2
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
、
現
在
で
も
全
国
唯

一
の
カ
タ
カ
ナ
市
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

釜
無
川
右
岸
に
広
が
る
御
勅
使
川
の
扇
状

地
と
、
そ
の
上
流
部
の
南
ア
ル
プ
ス
山
系
か
ら

な
り
、
地
理
的
・
地
形
的
に
一
つ
の
ま
と
ま
り

を
形
成
し
、
総
面
積
2
6
4
・
0
6

、
山
梨

県
の
面
積
の
約
5
・
9
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

南
ア
ル
プ
ス
市
は
、
フ
ル
ー
ツ
王
国
と
し
て

知
ら
れ
て
お
り
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
桃
、
ス
モ
モ
、

ぶ
ど
う
、
な
し
、
柿
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
、
り
ん

ご
な
ど
の
果
樹
を
生
産
し
、
観
光
農
園
も
盛
ん

に
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
す
も
も
は
生
産
量
が
日
本
一
で
、
本

市
で
誕
生
し
た
新
品
種「
貴
陽（
き
よ
う
）」は

実
も
大
き
く
糖
度
が
高
く
、
こ
れ
ま
で
の
す
も

も
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
ほ
ど
で
す
。

市
で
は
、
貴
陽
を
南
ア
ル
プ
ス
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
育
成
し
て
い
く
た
め
に
、
雨
除
け
施
設
の

設
置
を
振
興
す
る
ほ
か
、
集
出
荷
時
の
光
セ
ン

サ
ー
導
入
事
業
、
市
商
工
会
が
取
り
組
ん
で
い

る
フ
ル
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
支
援
し
、
特

産
品
開
発
や
商
品
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
に
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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5
月
上
旬
に
は
、
滝
沢
川
公
園
沿
い
両
岸

約
1
キ
ロ
を
紫
と
緑
の
鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
に
染
め
る
ア
ヤ
メ
の
競
演
を
ゆ
っ
く
り
見

て
も
ら
う
櫛
形
地
区
の「
ア
ヤ
メ
ウ
ィ
ー
ク
」

が
あ
り
、
河
川
公
園
内
に
ア
ヤ
メ
を
ゆ
っ
く

り
鑑
賞
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
ま
た
、
小

笠
原
流
流
鏑
馬
や
各
種
団
体
に
よ
る
ブ
ー
ス

に
よ
り
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

6
月
下
旬
に
は
、
芦
安
地
区
の「
南
ア
ル
プ

ス
開
山
祭
」で
は
先
駆
者
の
偉
業
に
感
謝
し
、

入
山
者
の
安
全
登
山
、
山
岳
観
光
の
活
性
化

を
祈
念
し
て
開
山
関
係
者
と
山
岳
愛
好
者
に

よ
る
セ
レ
モ
ニ
ー
や
献
花
、
山
の
歌
の
合
唱
、

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
百
年
前
の
い
で
た
ち
の

案
内
人
に
よ
る「
蔓
払
い
」が
行
わ
れ
ま
す
。

夏
に
は
、
若
草
地
区
で
ま
さ
に
日
本
の
夏

ら
し
い
お
祭
り
、「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
I
N

わ
か
く
さ
」が
行
わ
れ
、
盆
踊
り
、
夜
店
、
遠

光
太
鼓
演
奏
や
夜
空
を
彩
る
大
輪
の
花
火
な

ど
で
演
出
し
ま
す
。

11
月
22
日
、
23
日
に
は
、
江
戸
時
代
の
寛
文

5
年（
1
6
6
5
年
）に
建
造
さ
れ
た
県
指
定

文
化
財
、
高
尾
穂
見
神
社
の
本
殿
に
お
い
て
、

古
く
か
ら
伝
わ
る
太
々
神
楽（
だ
い
だ
い
か
ぐ

ら
）を
奉
納
し
、
商
売
繁

盛
を
祈
念
す
る
高
尾
穂

見
神
社
夜
祭
り
が
行
わ

れ
ま
す
。

12
月
上
旬
に
は
八
田

地
区
で「
か
き
ま
つ
り
･

ま
い
も
ん
朝
市
」が
開
催

さ
れ
、
合
併
前
か
ら
物

産
交
流
を
行
っ
て
い
る

石
川
県
穴
水
町
か
ら
、

新
鮮
な
殻
付
カ
キ
や
サ

ザ
エ
等
、
直
送
さ
れ
た

た
く
さ
ん
の
海
産
物
が

販
売
さ
れ
、
そ
の
場
で

炭
火
で
焼
い
て
食
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
他
、
市
を
代
表

す
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
4
月
の「
南
ア
ル

プ
ス
桃
源
郷
マ
ラ
ソ
ン
」が
あ
り
、
毎
年
市
内

外
か
ら
5
、
0
0
0
人
を
超
え
る
ラ
ン
ナ
ー
が

す
も
も
や
桃
の
花
が
一
面
に
咲
く
市
内
の
中

を
か
け
ぬ
け
て
い
ま
す
。

市
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て

は
、
合
併
前
に
旧
町
村
ご
と
に
実
施
し
て
い

た
イ
ベ
ン
ト
を
引
き
継
い
で
実
施
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
行
財
政
の
ス
リ
ム
化
と
い
う
観
点
か

ら
見
直
し
を
検
討
し
、
廃
止
し
た
イ
ベ
ン
ト

や
、
市
主
催
か
ら
地
元
主
催
と
い
う
形
で
地

域
に
運
営
を
お
願
い
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り

ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
合
併
後
5
年
を
節
目
に
、

市
を
代
表
す
る
よ
う
な
一
大
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
新
規
イ
ベ
ン
ト

「
南
ア
ル
プ
ス
フ
ル
ー
ツ
山
麓
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
」

が
今
年
6
月
15
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
市
の
果
樹
観
光
や

山
岳
観
光
の
P
R
、
地
域
の
活
性
化
を
目
的

と
し
て
、
南
ア
ル
プ
ス
市
産
フ
ル
ー
ツ
の
認

知
度
ア
ッ
プ
や
山
岳
愛
好
家
の
底
辺
拡
大
、

多
く
の
誘
客
が
望
め
る
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
P
R

が
図
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
地
元
商
店
街
に
よ
る
露
天
、
市

の
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た
ス
ウ
ィ
ー
ツ
パ
ー
ラ

ー
、
南
ア
ル
プ
ス
山
岳
紹
介
コ
ー
ナ
ー
が
開

か
れ
、
さ
く
ら
ん
ぼ
種
飛
ば
し
大
会
、
よ
さ

こ
い
演
舞
な
ど
で
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し

た
。こ

の
イ
ベ
ン
ト
を
と
お
し
て
、
市
の
情
報

を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
市
全

体
の
お
祭
り
と
し
て
実
施
し
た
こ
と
で
、
旧

町
村
意
識
を
取
り
除
き
、「
南
ア
ル
プ
ス
市

民
」
と
い
う
意
識
も
培
う
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

桃源郷マラソン

かきまつり・まいもん朝市

甲州凧上げ祭り
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～南アルプスの山岳観光～

北岳

南
ア
ル
プ
ス
市
に
は
、
果
樹
に
次
ぐ
観
光

資
源
と
し
て
、
日
本
第
2
位
の
高
峰
で
あ
る

北
岳
（
3，
1
9
3
m
）
な
ど
の
3
0
0
0
m

級
の
山
々
が
連
な
っ
て
お
り
、
毎
年
初
夏
か

ら
秋
に
か
け
て
県
内
外
か
ら
多
く
の
登
山
愛

好
家
が
来
訪
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
山
々
は
芦
安
地
区
に
あ
り
、
芦

安
地
区
の
大
部
分
が
南
ア
ル
プ
ス
国
立
公
園

に
属
し
て
い
ま
す
。
手
つ
か
ず
の
自
然
が
多

く
残
り
、
国
指
定
特
別
天
然
記
念
物
で
あ
る

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
や
イ
ヌ
ワ
シ
、
ラ
イ
チ
ョ

ウ
が
生
息
し
て
い
る
ほ
か
、
高
山
植
物
で
あ

る
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
が
自
生
し
て
い
る
貴
重
な

自
然
の
宝
庫
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
氷

河
期
の
遺
存
動
物
の
一
種
で
あ
る
ラ
イ
チ
ョ

ウ
は
、
生
息
区
域
が
と
て
も
狭
く
、
南
ア
ル

プ
ス
が
地
球
上
の
南
限
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
南
ア
ル
プ
ス
の
貴
重
な
自
然
の

保
全
と
登
山
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、
南
ア

ル
プ
ス
北
岳
な
ど
へ
の
登
山
口
で
あ
る
本
市

広
河
原
に
通
じ
る
「
県
営
林
道
南
ア
ル
プ
ス

線
（
芦
安
〜
広
河
原
間
）
及
び
県
道
南
ア
ル

プ
ス
公
園
線
（
奈
良
田
〜
広
河
原
間
）」
で

は
、
登
山
シ
ー
ズ
ン
に
マ
イ
カ
ー
規
制
を
実

施
し
、
そ
の
他
の
期
間
は
全
面
通
行
止
め
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
マ
イ
カ
ー
規
制
で
は
、
6
月
25
日
か

ら
11
月
9
日
の
期
間
、
朝
5
時
30
分
か
ら
夕

方
6
時
ま
で
全
面
通
行
止
め
を
解
除
し
、
路

線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
み
が
通
行
可
能
と
な

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
マ
イ
カ
ー
規
制
の
円
滑
な
実
施

の
た
め
利
用
者
協
力
金
と
し
て
今
年
度
か
ら

片
道
1
0
0
円
の
利
用
者
負
担
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
ほ
か
、
さ
ら
な
る

保
全
に
向
け
て
、
現
在
、
南
ア
ル
プ
ス
連
峰

に
関
わ
る
山
梨
県
、
長
野
県
、
静
岡
県
の
6

市
3
町
1
村
が
連
携
し
て
、
南
ア
ル
プ
ス
を

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
し
よ
う
と
い
う
運
動

も
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
こ
の
県
境
を
越
え
た
10
市
町
村

（
山
梨
県
か
ら
は
、
韮
崎
市
、
南
ア
ル
プ
ス

市
、
北
杜
市
、
早
川
町
、
長
野
県
か
ら
は
飯

田
市
、
伊
那
市
、
富
士
見
町
、
大
鹿
村
、
静

岡
県
か
ら
は
静
岡
市
、
川
根
本
町
）
を
構
成

市
町
村
と
し
て
、
平
成
19
年
2
月
に
「
南
ア

ル
プ
ス
世
界
自
然
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
」

を
設
立
し
、
情
報
の
収
集
や
発
信
、
環
境
省

や
林
野
庁
へ
の
要
望
活
動
や
賛
助
会
員
の
募

集
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
世
界
自
然
遺
産
の
登
録
に
向
け

て
、
南
ア
ル
プ
ス
の
特
殊
性
や
独
自
性
な
ど

の
学
術
的
知
見
の
集
積
や
、
魅
力
の
再
発
見
、

国
立
公
園
地
域
の
見
直
し
や
保
護
管
理
体
制

の
構
築
や
検
討
、
さ
ら
に
、
日
本
の
宝
・
世

界
の
宝
と
し
て
そ
の
価
値
を
広
く
情
報
発
信

し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
課
題
と
し
て
活
動
し

て
い
き
ま
す
。
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南
ア
ル
プ
ス
市
の
西
部
は
、
緩
傾
斜
の
里

山
地
域
が
広
が
っ
て
お
り
、
豊
か
な
田
園
風

景
や
果
樹
園
と
と
も
に
遠
景
に
甲
府
盆
地
と
、

富
士
山
･
八
ヶ
岳
を
望
め
る
良
好
な
景
観
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
こ
に
今
整
備
中
で
あ
る
の
が
、
簡
易
宿

泊
施
設
つ
き
市
民
農
園
（
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン
）
で
、
里
山
に
癒
し
の
空
間
を
求
め
る
都

市
住
民
、
特
に
団
塊
世
代
等
を
対
象
に
貸
し

出
し
、
週
末
に
滞
在
し
て
野
菜
作
り
な
ど
の

農
業
に
親
し
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
、
地
元
農

家
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
地
域
内
に
人
的
・

経
済
的
活
性
化
を
も
た
ら
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
と
は
ド
イ
ツ
語
で

『
小
さ
な
庭
』
と
い
う
意
味
で
、
日
本
で
は

『
市
民
農
園
』
と
し
て
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
市
民
農
園
は
、
利
用
形
態
か
ら

「
近
隣
型
」、「
日
帰
り
型
」、「
滞
在
型
」
の
三

つ
に
分
類
さ
れ
『
滞
在
型
市
民
農
園
』
を
ド

イ
ツ
に
学
ん
だ
こ
と
か
ら
、
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル

テ
ン
と
呼
ぶ
の
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
旧
櫛
形
町
の
中
野
地
区
に
17

区
画
を
整
備
し
、
平
成
21
年
度
の
春
か
ら
の

貸
し
出
し
に
向
け
、
今
秋
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

宿
泊
可
能
な
ラ
ウ
ベ
と
1
0
0
坪
ほ
ど
の

農
地
を
一
区
画
と
し
、
入
会
費
40
万
円
、
年

会
費
40
万
円
で
、
会
員
制
に
よ
る
5
年
契
約

と
し
て
5
年
ご
と
の
契
約
更
新
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

立
地
条
件
を
活
か
し
、
ど
の
区
画
か
ら
で

も
富
士
山
を
眺
望
で
き
る
よ
う
な
工
夫
や
、

園
内
の
道
や
建
物
に
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や

コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の
素
材
で
は
な
く
、
木

や
石
等
の
可
能
な
限
り
の
自
然
素
材
を
多
く

使
用
す
る
な
ど
南
ア
ル
プ
ス
の
山
々
の
景
観

と
の
調
和
を
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
里
山
地
域
に
お
け
る
農
業

の
あ
り
方
や
、
農
地
の
新
し
い
利
用
方
法
、

ま
た
、
農
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
農
村
文
化
を
都
市

の
方
々
と
共
に
守
り
継
承
し
て
行
く
な
ど
、

地
域
活
性
化
の
可
能
性
を
探
る
機
会
で
も
あ

り
ま
す
。
都
市
住
民
の
方
が
、
農
業
を
体
験

し
な
が
ら
実
際
に
南
ア
ル
プ
ス
市
で
生
活
を

す
る
こ
と
で
、
市
内
へ
の
定
住
者
増
加
を
促

進
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
た
め
、
現
在
取
り

組
ん
で
い
る
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
の
推
進
に

つ
な
が
る
こ
と
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

～南アルプス
クラインガルテン～
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苦
言
提
言 

民
間
と
行
政
の
信
頼
関
係
構
築
に
向
け
て 

K
u

g
e

n
 T

e
ig

e
n

 
国土交通省大臣官房地方課長 
(前甲府市副市長)

平
成
十
七
年
七
月
か
ら
三
年
間
、
甲
府
市
役

所
で
副
市
長（
十
八
年
度
ま
で
は
助
役
）と
し
て

勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
七
月
に
出
向
元

で
あ
る
国
土
交
通
省
に
戻
り
ま
し
た
。
山
梨
で

の
三
年
間
で
ど
れ
だ
け
貢
献
で
き
た
か
な
と
考

え
る
と
忸
怩
た
る
思
い
も
あ
り
、
そ
の
私
が

「
苦
言
」
と
い
う
の
も
口
幅
っ
た
い
気
も
し
ま
す

が
、「
も
う
少
し
こ
う
す
れ
ば
」
と
感
じ
て
き
た

こ
と
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
民
間
と
行
政
の
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
や
や
問
題
が
あ
り
、
そ
こ
を
改

善
す
れ
ば
よ
り
よ
い
信
頼
関
係
が
築
け
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

民
間
の
、
特
に
何
ら
か
の
形
で
ま
ち
づ
く
り

に
携
わ
っ
て
い
る
方
々
と
市
役
所
は
、
基
本
的

に
は
同
じ
よ
う
な
方
向
を
目
指
し
て
お
り
、
総

論
で
意
見
が
食
い
違
う
こ
と
は
少
な
い
は
ず
で

す
。
し
か
し
、
と
き
ど
き
摩
擦
が
表
面
化
し
て

し
ま
い
ま
す
。
極
端
に
表
現
す
れ
ば
、
民
間
の

方
々
は
「
ど
う
せ
市
は
何
も
し
て
く
れ
な
い
」

と
思
っ
て
い
て
、
市
の
側
で
は
「
民
間
の
方
々

は
無
理
な
要
求
を
す
る
ば
か
り
だ
」
と
思
っ
て

い
る
た
め
、
話
し
合
え
ば
見
つ
か
る
か
も
知
れ

な
い
道
が
初
め
か
ら
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
と
い
う

状
況
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。（
も

ち
ろ
ん
、
よ
く
連
携
協
力
し
て
成
功
し
て
い
る
例

も
多
々
あ
り
ま
す
。）

民
間
の
方
々
に
も
、
ま
ず
自
分
た
ち
で
何
が

で
き
る
か
を
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
、
市
町
村
側
の
あ
り
方
を
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
生
ま
れ
る
理
由
の
第
一

は
、
こ
れ
ま
で
、
民
間
の
要
望
を
実
現
で
き
な

い
こ
と
が
多
か
っ
た
、
あ
る
い
は
、
要
望
へ
の

対
応
が
遅
れ
が
ち
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。
直
ち
に
要
望
を
実
現
で
き
な
い
こ
と
自
体

は
あ
る
程
度
は
仕
方
の
な
い
こ
と
で
す
。
全
部

要
望
を
通
し
て
い
た
ら
財
政
は
破
綻
し
て
し
ま

い
ま
す
し
、
筋
道
の
通
ら
な
い
行
政
を
す
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
本
来
は
対
応

す
べ
き
新
た
な
行
政
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
遅
れ

が
ち
で
、
か
つ
、
説
明
不
足
だ
っ
た
こ
と
が
民

間
側
に
不
満
を
生
ん
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
庁
内
検
討
の
際
、「
し
ば
ら
く

様
子
を
み
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
科
白
を
つ
い
つ

い
口
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
問
題
の
全
貌
が
分

か
ら
な
い
と
か
、
関
係
者
の
利
害
が
錯
綜
し
て

い
る
と
か
い
う
と
き
、
誰
し
も
待
ち
の
姿
勢
を

取
り
た
く
な
り
ま
す
。
下
手
に
動
い
て
ミ
ス
す

る
よ
り
は
、
何
を
や
る
べ
き
か
が
は
っ
き
り
し

て
か
ら
動
い
た
方
が
、
間
違
い
が
あ
り
ま
せ
ん

し
、
楽
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
「
待
ち
」

の
姿
勢
こ
そ
が
民
間
側
に
「
行
政
は
何
も
し
て

く
れ
な
い
」
と
い
う
不
満
を
生
み
、
そ
れ
が
積

み
重
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

第
二
の
理
由
は
、
要
望
を
受
け
た
と
き
の
反

応
の
仕
方
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
民
間

の
方
々
か
ら
私
が
何
度
も
聞
い
た
苦
情
で
す
が
、

「
一
生
懸
命
考
え
て
要
望
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

い
っ
た
ん
は
受
け
止
め
て
ほ
し
い
ん
で
す
よ
。

検
討
も
し
な
い
で
駄
目
と
言
わ
な
い
で
ほ
し
い
」

と
い
う
の
で
す
。
こ
こ
は
な
か
な
か
難
し
い
と

こ
ろ
で
す
。
私
は
、
本
当
に
駄
目
な
も
の
は
即

座
に
「
で
き
ま
せ
ん
」
と
い
う
の
が
基
本
だ
と

思
い
ま
す
。
変
に
期
待
を
持
た
せ
て
も
こ
じ
れ

る
だ
け
だ
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
検
討
の
余
地

が
あ
る
場
合
に
も
直
ち
に
「
難
し
い
」
と
言
っ

て
し
ま
う
と
、
言
わ
れ
た
側
は
「
や
る
気
が
な

い
ん
だ
」
と
受
け
止
め
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

明
ら
か
に
駄
目
と
い
う
の
で
な
け
れ
ば
い
っ
た

ん
受
け
止
め
て
整
理
し
、
検
討
し
て
も
や
は
り

駄
目
な
ら
検
討
の
過
程
と
理
由
を
説
明
し
つ
つ

返
事
す
る
と
い
う
対
応
を
取
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
手
間
暇
の
か
か
る
話
で
は
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
市
民
の
間
に
信
頼
を
培
う
た

め
の
コ
ス
ト
だ
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

公
務
員
に
と
っ
て
は
、
日
々
の
対
応
に
と
に

か
く
時
間
と
手
間
を
取
ら
れ
る
難
し
い
時
代
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
傾
向
は
ま
す
ま
す
強
く
な

る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
市
町
村
の
役
割
は
今
後

大
き
く
な
る
の
は
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

役
割
が
大
き
く
な
れ
ば
責
任
も
重
く
な
り
ま
す
。

時
間
が
か
か
る
、
手
間
が
か
か
る
、
面
倒
だ
、

と
感
じ
ら
れ
る
と
き
に
は
、「
自
分
の
仕
事
が
重

要
で
あ
る
こ
と
の
証
だ
」
と
考
え
て
、
誇
り
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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の やまなし 

　本年6月に発生した岩手・宮城内陸地震、昨年7月の新潟県中越沖地震をはじめ、近年、地震、

台風等による大規模な災害が連続して発生している。 

　これらの災害は、人的被害をはじめ住民の生活基盤や産業基盤に甚大かつ広範な被害を

もたらし、被災地の地域社会・地域経済に深刻な影響を及ぼしたところである。 

　本県は、東海地震をはじめ南関東地域直下の地震、糸魚川－静岡構造線断層帯など活断

層に起因する地震及び富士山噴火などが発生する可能性が指摘されており、これらが発生し

た場合には、広範囲にわたって甚大な被害を受けることが懸念されることから、県及び市町村

では、災害に強い地域づくりを進めている。 

　今回の特集では、地震等に備えた地域防災力強化の取組み（県及び都留市、南アルプス市）

を紹介する。 
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1

自
然
災
害
の
多
発
と

大
規
模
な
地
震
災
害
の
切
迫
性

近
年
、
我
が
国
で
は
、
平
成
7
年
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
以
降
、
平
成
12
年
の
有
珠
山
、
三

宅
島
の
噴
火
の
発
生
、
平
成
16
年
に
は
長
梅
雨

に
よ
る
被
害
に
始
ま
り
観
測
史
上
最
多
の
台
風

上
陸
に
よ
る
風
水
害
・
土
砂
災
害
、
そ
し
て
新

潟
中
越
地
震
、
平
成
19
年
に
は
、
能
登
半
島
、

新
潟
県
中
越
沖
地
震
、
今
年
に
入
っ
て
岩
手
・

宮
城
内
陸
地
震
な
ど
数
多
く
の
災
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

本
県
に
お
い
て
も
、
い
つ
起
き
て
も
お
か
し

く
な
い
と
さ
れ
る
東
海
地
震
や
首
都
直
下
型
地

震
等
の
大
規
模
地
震
の
切
迫
性
に
加
え
て
、
風

水
害
や
火
山
災
害
と
い
っ
た
過
去
の
災
害
教
訓

を
踏
ま
え
る
と
、
行
政
に
よ
る
対
応
の
み
で
は

被
災
者
の
救
助
や
消
火
活
動
等
に
限
界
が
あ
る

た
め
、
住
民
自
身
・
地
域
の
活
動
体
制
を
い
か

に
整
え
る
か
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

2

地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
、

結
び
つ
き
の
希
薄
化

地
域
社
会
の
結
び
つ
き
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
機
能
は
、
住
民
同
士
の
支
え
合
い
や
危
険

要
因
の
除
去
、
注
意
喚
起
等
災
害
の
み
な
ら
ず

犯
罪
や
福
祉
、
教
育
、
環
境
等
の
様
々
な
問
題

解
決
に
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
住
民
の
生
活
様
式
の
多
様

化
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展
、
さ
ら
に
は
、

核
家
族
化
、
単
身
世
帯
の
増
加
に
み
ら
れ
る
世

帯
構
成
の
変
化
等
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
か
つ

て
の
親
密
な
人
間
関
係
が
崩
壊
し
、
地
域
社
会

と
の
つ
な
が
り
、
近
隣
住
民
と
の
結
び
つ
き
が

希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
や
凶
悪
な
犯

罪
の
多
発
に
よ
る
社
会
へ
の
不
安
が
高
ま
る
な

か
、
住
民
の
地
域
・
近
隣
と
の
つ
な
が
り
、
結

び
つ
き
の
必
要
性
が
再
認
識
さ
れ
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
で
、
自
発
的
な
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
防
災
を
は
じ
め

と
す
る
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
に
は
重

要
な
こ
と
で
あ
り
、
今
後
各
地
で
住
民
の
創
意

工
夫
に
よ
る
主
体
的
な
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

地
域
防
災
力
の
向
上
に
向
け
て 
特集 

山
梨
県
総
務
部
消
防
防
災
課 

中
込
　
良
夫 

 
地
域
の
安
全
・
安
心
が

求
め
ら
れ
る
背
景

1

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性

2

１
　
住
民
が
安
全
・
安
心
に

暮
ら
す
た
め
の
取
り
組
み

住
民
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
の
防
災
対
策
は
、
住
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
行
政
上
最
も

重
要
な
施
策
で
す
。

し
か
し
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き

の
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
国
や
県
、

市
町
村
の
対
応
い
わ
ゆ
る
「
公
助
」
だ
け
で
は

限
界
が
あ
り
、
早
期
に
実
効
性
あ
る
対
策
を
と

る
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

自
分
の
身
を
自
分
の
努
力
に
よ
っ
て
守
る
「
自

助
」
と
と
も
に
、
地
域
や
近
隣
の
人
々
が
集
ま

っ
て
、
互
い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
防
災
活

動
に
組
織
的
に
取
り
組
む
こ
と
「
共
助
」
が
必

要
で
す
。

そ
し
て
、「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
が
有

機
的
に
繋
が
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
の
軽
減
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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２
　
地
域
に
お
け
る

自
主
防
災
組
織
の
意
義
と
役
割

自
主
防
災
組
織
は
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
自
覚
、
連
帯
感
に

基
づ
き
自
主
的
に
結
成
す
る
組
織
で
あ
り
、
災

害
に
よ
る
被
害
を
防
止
し
、
軽
減
す
る
た
め
の

活
動
を
行
う
組
織
で
す
。

災
害
対
策
基
本
法
に
お
い
て
は
、
市
町
村
が

そ
の
充
実
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

組
織
の
充
実
に
当
た
っ
て
は
、
自
然
的
・
社

会
的
条
件
、
住
民
の
意
識
等
が
地
域
に
よ
っ
て

様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
活
動
の
具
体
的
範
囲

及
び
内
容
を
画
一
化
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

よ
っ
て
、
各
市
町
村
に
お
い
て
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
組
織
の
結
成
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
に
お
い
て
「
共

助
」
の
中
核
を
な
す
組
織
で
あ
る
た
め
、
自
治

会
等
の
地
域
で
生
活
環
境
を
共
有
し
て
い
る
住

民
に
よ
り
、
主
体
的
な
活
動
と
し
て
結
成
・
運

営
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
災
害
に
よ
っ
て
地
域
が
孤
立
し
た
場

合
に
は
、
こ
う
し
た
普
段
か
ら
生
活
環
境
を
共

有
し
て
い
る
住
民
同
士
が
相
互
に
協
力
し
合
う

「
共
助
」
が
被
害
の
軽
減
の
た
め
に
、
最
も
重

要
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

新
潟
県
中
越
地
震
に
お
け
る
旧
山
古
志
村

で
、
発
災
当
日
に
住
民
の
全
て
の
安
否
を
確
認

で
き
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た
「
共
助
」
の
最
た

る
例
と
言
え
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
が
取
り
組
む
べ
き
日
常
的
な

活
動
と
し
て
は
、
防
災
知
識
の
普
及
、
地
域
の

災
害
危
険
箇
所
の
把
握
、
防
災
訓
練
の
実
施
、

火
気
使
用
設
備
器
具
の
点
検
・
防
災
用
資
機
材

の
整
備
等
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
お
い
て
は
、
情
報
の
収

集
・
伝
達
、
出
火
防
止
・
初
期
消
火
、
住
民
の

避
難
誘
導
、
負
傷
者
の
救
出
・
救
助
、
給
食
・

給
水
等
の
活
動
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
地
域
の
活
動
団
体
と
協
力

し
な
が
ら
、
家
屋
の
耐
震
診
断
や
家
具
の
転
倒

防
止
、
住
宅
用
火
災
報
知
器
の
普
及
啓
発
を
行

う
な
ど
そ
の
活
動
は
多
様
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
課
題
と

今
後
の
展
開

自
主
防
災
組
織
の
活
動
は
、
様
々
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
核
に
も
な
る
も
の
で
も
あ
り
ま

す
。防

災
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
へ
の
関
心
や
意
識
が
日
常
生
活
の
中

で
高
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
主
防
災
活
動
が

活
性
化
す
る
と
と
も
に
、
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ

る
地
域
社
会
で
の
連
帯
意
識
が
醸
成
さ
れ
て
い

く
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
4
月
1
日
現
在
、
山
梨
県
の
自
主

防
災
組
織
の
組
織
率
は
、
95
・
1
％
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
自
主
防
災
組
織
の
運
営
、
活
動
に

お
い
て
、
高
齢
化
や
昼
間
の
活
動
要
員
の
不

足
、
活
動
に
対
す
る
住
民
意
識
の
不
足
、
リ
ー

ダ
ー
の
不
足
の
ほ
か
、
会
議
や
訓
練
の
準
備
活

動
に
使
う
活
動
拠
点
の
不
足
、
活
動
の
マ
ン
ネ

リ
化
等
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
は
、
組
織
の
活
動
環
境
や
人

的
・
物
的
資
源
の
不
足
等
様
々
な
条
件
が
重
な

っ
て
生
じ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
が
、
組
織
が
比

較
的
小
規
模
で
あ
る
こ
と
も
そ
の
要
因
の
一
つ

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
を
活
発

化
す
る
と
と
も
に
、
消
防
団
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
地
域
の
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

地
域
の
全
て
の
力
を
結
集
し
、
大
規
模
災
害
時

へ
の
対
応
に
備
え
る
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

ま
た
、
住
民
の
自
主
防
災
組
織
へ
の
参
加
意

識
を
高
め
る
ほ
か
、
活
動
に
参
加
し
や
す
い
工

夫
や
新
た
な
切
り
口
に
よ
る
活
動
の
活
性
化
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

地
域
防
災
力
の
向
上
に
向
け
て

3
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連
携
に
よ
る
活
動
の
活
性
化

4

連
携
の
考
え
方
　

こ
れ
か
ら
の
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
お
い

て
は
、
自
主
防
災
組
織
相
互
の
連
携
の
ほ
か
、

消
防
団
、
学
校
等
の
地
域
の
様
々
な
活
動
団
体

と
有
機
的
に
連
携
し
、
活
動
の
活
性
化
を
図

り
、
防
災
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
安
全
・
安

心
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、
各
団
体
の
活
動
の
特
徴
を
踏
ま

え
、
他
団
体
が
行
う
活
動
と
自
主
防
災
組
織
の

活
動
を
結
び
つ
け
、
相
互
の
得
意
分
野
で
地
域

の
防
災
力
を
補
完
し
合
う
活
動
を
心
が
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

○
他
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

①
人
材
が
増
え
、
ま
た
保
有
資
機
材
等
も
豊

富
に
な
る
。

②
活
動
の
範
囲
が
広
が
り
、
広
域
的
に
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
活
動
の
種
類
や
メ
ニ
ュ
ー
が
増
え
、
活
発

な
活
動
を
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。

④
様
々
な
機
会
を
通
じ
た
地
域
住
民
へ
の
P

R
が
可
能
と
な
る
。

地
域
防
災
力
の
強
化
に

向
け
て
の
取
り
組
み

5

県
で
は
、
地
域
防
災
力
の
強
化
に
向
け
て
の

取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
各
圏
域
ご
と
に
地
域
防
災
力
強
化
戦
略
推

進
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
中
で
は
、
各
県
民
セ
ン
タ
ー
が

所
管
す
る
圏
域
ご
と
に
地
域
防
災
戦
略
（
地
域

防
災
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
を
策
定
し
、
そ
の

具
体
化
の
推
進
と
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
お
い
て
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
、
被
災
地
の
状
況
を
適

切
に
把
握
し
、
各
圏
域
ご
と
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
救
助
活
動

や
指
示
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

ま
た
平
常
時
に
は
地
域
内

外
に
お
い
て
防
災
知
識
の
普
及

啓
発
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
地

域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
へ
の
防
災
に

対
す
る
普
及
啓
発
活
動
と
し

て
、
地
域
防
災
出
前
講
座
の
開

催
や
簡
易
な
図
上
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
通
じ
て
、

国
、
県
、
市
町
村
か
ら
県
民
に

至
る
ま
で
の
全
て
の
当
事
者

（
機
関
）
が
、
想
定
さ
れ
る
災
害
等
の
危
険
性

を
正
し
く
認
識
し
、
そ
の
危
険
性
を
軽
減
す
る

た
め
の
取
り
組
み
「
防
災
」
や
、
万
が
一
被
災

し
た
場
合
に
、
的
確
か
つ
迅
速
に
応
急
対
策
を

展
開
・
実
施
で
き
る
た
め
の
取
り
組
み
「
減

災
」
な
ど
、
具
体
的
な
地
域
防
災
体
制
・
仕
組

み
づ
く
り
「
備
え
」
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
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東
海
地
震
が
今
後
30
年
以
内
に
発
生
す
る

確
率
は
87
％
、
本
県
で
は
最
大
震
度
7
と
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
海
地
震
は
海
溝
型
地

震
で
被
害
が
広
範
囲
に
亘
る
も
の
で
す
が
、

内
陸
型
の
断
層
帯
地
震
と
し
て
、
糸
魚
川
―

静
岡
構
造
線
地
震
、
釜
無
川
断
層
地
震
、
曽

根
丘
陵
断
層
地
震
な
ど
の
発
生
が
想
定
さ
れ
、

今
後
30
年
以
内
に
震
度
6
弱
以
上
の
揺
れ
に

見
舞
わ
れ
る
確
率
は
、
甲
府
で
82
・
3
％
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
増
加
傾
向
に
あ
る
局
地
的
な

集
中
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
・
土
砂
災
害

の
発
生
な
ど
、
常

に
私
た
ち
の
生
活

は
、
災
害
発
生
の

危
険
性
と
隣
り
合

わ
せ
の
状
況
と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、

切
迫
性
の
高
ま
っ

た
大
規
模
災
害
に

対
し
、
峡
南
地
域

で
は
ど
の
よ
う
な

防
災
対
策
を
行
っ

て
き
た
の
か
、
そ

の
概
要
を
説
明
し

ま
す
。

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り 

峡
南
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー 

特集 

有
泉
　
公
彦 

は
じ
め
に

1
当
管
内
は
、
市
川
三
郷
町
、
増
穂
町
、
鰍

沢
町
、
早
川
町
、
身
延
町
、
南
部
町
の
6
町

で
構
成
さ
れ
、
急
峻
な
山
間
部
を
日
本
三
大

急
流
の
一
つ
で
あ
る
富
士
川
が
流
れ
、
平
行

す
る
形
で
幹
線
道
路
で
あ
る
国
道
52
号
が
縦

断
す
る
中
山
間
地
域
で
す
。

総
面
積
は
1，
0
5
9
・
54

で
県
全
体
の

23
・
73
％
を
占
め
、
可
住
地
面
積
は
1
4
6
・

6

で
県
全
体
の
15
・
43
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
総
人
口
は
6
3，
4
6
6
人
で
県
全
体
の

7
・
18
％
を
占
め
、
総
人
口
に
占
め
る
65
歳
以

上
の
人
口
の
割
合
で
あ
る
高
齢
化
率
は
31
・

15
％
で
、
県
平
均
の
21
・
89
％
を
大
き
く
上
回

り
、
高
齢
化
の
進
ん
だ
地
域
と
な
っ
て
い
ま

す
。平

成
17
年
に
発
表
さ
れ
た
山
梨
県
東
海
地

震
被
害
想
定
調
査
報
告
書
に
よ
る
と
、
最
も

被
害
が
大
き
い
と
想
定
さ
れ
る
「
予
知
な
し

冬
5
時
」
で
発
災
し
た
場
合
、
峡
南
管
内
の

死
者
数
2
0
5
人
（
県
全
体
の
55
・
26
％
）、

重
傷
者
数
2
3
9
人
（
県
全
体
の
35
・
72
％
）、

軽
傷
者
数
3，
4
9
0
人
（
県
全
体
の
64
・

58
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
震
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災

害
の
危
険
性
も
指
摘
さ
れ
、
孤
立
集
落
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

峡
南
地
域
の
現
状

2

房総 伊豆 東海 伊勢 
紀伊 

四国 

1500年 

1600年 

1700年 

1800年 

1900年 

2000年 

東海地域 
1498年　明応　M8.4

1605年　慶長　M7.9

1854年　安政東海　M8.4

1605年　慶長　M7.9

1633年　寛永　M7.0

1703年　元禄　M8.2
1782年　天明　M7.0

1853年　嘉永　M6.7

1923年　関東　M7.9

1854年　安政南海　M8.4

1946年　南海　　M8.0 1944年　東南海　M7.9

1707年　宝永　　　　　　M8.4

空白域 

東海地震は、約100年～150年の周期で繰り返しやってくる 

107年 

147年 

   ？ 年 

102年 

地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

3

地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
は
、
県
の
組
織
再
編

で
平
成
18
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
し
い

組
織
で
す
。
県
内
4
圏
域
ご
と
に
事
務
所
が

あ
り
、
主
に
所
管
区
域
内
の
出
先
機
関
と
の

連
絡
、
庶
務
的
事
務
、
消
防
・
防
災
業
務
、

旅
券
の
発
給
、
か
い
の
財
務
事
務
審
査
等
の

業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

防
災
業
務
と
し
て
は
、
地
域
防
災
の
拠
点

と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
専
任
の
地
域
防
災

幹
を
配
置
し
、「
地
域
防
災
力
強
化
戦
略
推
進

事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

太平洋岸で起こった過去の大震災
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峡
南
地
域
防
災
連
絡
会
議
・

幹
事
会
の
設
置

4

従
前
か
ら
地
域
で
の
総
合
的
な
防
災
行
政

の
推
進
は
、
災
害
対
策
基
本
法
第
14
条
に
基

づ
き
「
都
道
府
県
防
災
会
議
」
を
置
き
、
都

道
府
県
地
域
防
災
計
画
の
作
成
及
び
そ
の
実

施
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
を
行
う
こ
と
。
ま

た
、
同
法
第
16
条
に
基
づ
き
「
市
町
村
防
災

会
議
」
を
置
き
、
当
該
市
町
村
の
地
域
に
係

る
地
域
防
災
計
画
の
作
成
及
び
そ
の
実
施
を

推
進
す
る
こ
と
な
ど
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

こ
れ
に
加
え
、
平
成
18
年
5
月
に
新
た
に
設

置
さ
れ
た
「
峡
南
地
域
防
災
連
絡
会
議
・
同
幹

事
会
」
は
、
設
置
要
綱
に
基
づ
き
、
地
域
防
災

行
政
の
機
能
を
一
層
強
化
す
る
た
め
に
設
け

ら
れ
た
組
織
で
す
。

目
的
は
、
県
、
町
、
関
係
機
関
な
ど
が
一

体
と
な
り
、
地
域
防
災
体
制
の
充
実
と
地
域

防
災
対
策
の
具
体
化
を
推
進
す
る
こ
と
。
具

体
的
に
は
、
町
を
中
心
と
し
た
地
域
防
災
対

策
の
現
状
把
握
を
行
い
、
課
題
抽
出
に
よ
り
、

問
題
解
決
の
た
め
の
施
策
を
企
画
・
立
案
・

実
施
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
峡
南
地
域
の
地

域
防
災
力
強
化
戦
略
の
策
定
及
び
そ
の
実
施

を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。

峡
南
地
域
防
災
連
絡
会
議
は
、
構
成
機
関

一
覧
の
と
お
り
25
機
関
か
ら
な
り
、
会
長
は

峡
南
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
、
委
員
は
各

町
長
及
び
各
関
係
機
関
の
長
な
ど
に
よ
り
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

峡
南
地
域
防
災
力

強
化
戦
略
の
策
定

5

地
域
防
災
力
強
化
戦
略
推
進
事
業
の
取
組
と

し
て
、
大
規
模
地
震
な
ど
に
よ
り
甚
大
な
被
害

の
発
生
が
想
定
さ
れ
る
峡
南
地
域
の
防
災
対
策

を
強
化
す
る
た
め
、
平
成
18
年
12
月
、
峡
南
地

域
防
災
連
絡
会
議
に
お
い
て
「
峡
南
地
域
防
災

力
強
化
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
住
民
、
自
主
防
災
組
織
、
事
業

所
、
行
政
、
関
係
機
関
な
ど
の
連
携
の
も
と
、

具
体
的
に
取
り
組
む
必
要
性
の
高
い
防
災
施
策

99
項
目
を
掲
げ
た
地
域
の
防
災
行
動
指
針
で

す
。
戦
略
期
間
は
平
成
19
年
度
〜
平
成
28
年
度

の
10
年
間
で
、
施
策
毎
に
短
期
（
1
年
〜
3

年
）、
中
期
（
4
年
〜
7
年
）、
長
期
（
8
年
〜

10
年
）
の
区
分
け
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
実
施
主

体
を
定
め
て
い
ま
す
。

施
策
実
施
の
た
め
、
峡
南
地
域
防
災
連
絡
会

地域防災力強化戦略推進事業 

1　地域防災連絡会議・幹事会の開催 
2　地域防災力強化戦略の推進 
3　地域防災リーダー養成講座の実施 
4　地域防災リーダー連絡会議の開催 
5　地域防災出前講座の実施 
6　地域防災図上訓練（DIG）の開催 
 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13

峡南地域県民センター 

峡南地区六病院事務長連絡会 

東海旅客鉄道（株） 

東京電力（株）山梨支店甲府支社 

（株）NTT東日本一山梨 

（社）山梨県LPガス協会 

陸上自衛隊第一特科隊 

 

甲府地方気象台 

郵便事業（株）峡南支店 

峡南広域行政組合消防本部 

峡南地域防災リーダー連絡会議 

市川三郷町 

 

増穂町 

鰍沢町 

早川町 

身延町 

南部町 

鰍沢警察署 

南部警察署 

峡南保健福祉事務所 

峡南林務環境事務所 

峡南農務事務所 

峡南建設事務所 

峡南教育事務所 

防災行政の推進体制等 

峡南地域防災連絡会議構成機関一覧表 

主体 会議名称 

構成機関名 

防災計画等 

山梨県防災会議 
山梨県地域防災計画 
やまなし防災アクションプラン 

地域防災連絡会議 地域防災力強化戦略 

各町防災会議 各町地域防災計画 

県 

地域 

町 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25

No 構成機関名 No

国土交通省関東地方整備局 
甲府河川国道事務所 
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議
の
メ
ン
バ
ー
が
、
主
体
的
に
取
り
組
む
の
は

勿
論
で
す
が
、
特
に
重
要
な
も
の
は
、
峡
南
地

域
防
災
連
絡
会
議
に
お
い
て
重
点
取
組
項
目
と

し
て
定
め
、
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
は
「
峡
南
地
域
自
主
防
災
活
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、
今
年
度
は
「
峡
南
地

域
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
、
峡
南
地
域
防
災
連
絡
会
議
の

メ
ン
バ
ー
か
ら
防
災
力
総
点
検
票
と
進
行
管
理

票
の
提
出
を
受
け
、
町
を
中
心
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
峡
南
地
域
防
災
連
絡
会

議
に
諮
る
な
ど
、
戦
略
の
実
現
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

峡
南
地
域
自
主
防
災

活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

6

地
域
防
災
活
動
の
た
め
、
自
主
防
災
組
織
は

非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
う
わ
け
で
す
が
、
行

政
区
の
区
長
が
自
主
防
災
組
織
の
会
長
を
兼
ね
、

行
政
区
と
自
主
防
災
組
織
は
一
体
の
関
係
と
な

っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
自
主
防
災
組
織
の

組
織
率
は
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
防

災
訓
練
の
マ
ン
ネ
リ
化
、
役
員
の
高
齢
化
、
リ

ー
ダ
ー
の
不
在
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
活
動
は
低

迷
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
自
主
防
災
組
織
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
活
動
す
る
際
に
必
要

な
防
災
情
報
を
網
羅
し
、
地
域
の
防
災
力
の
向

上
の
た
め
作
成
し
た
も
の
で
す
。

内
容
は
、
平
常
時
・
災
害
時
に
お
け
る
防
災

活
動
、
管
内
の
取
組
事
例
の
紹
介
、
さ
ら
に
は

避
難
所
開
設
・
運
営
、
資
料
編
ま
で
含
め
、
文

字
だ
け
で
は
な
く
、
図
や
イ
ラ
ス
ト
、
写
真
を

多
用
し
、
分
か
り
や
す
く
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

峡
南
管
内
６
町
や
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
な
ど

に
配
付
し
ま
し
た
が
、
よ
り
多
く
の
関
係
者
の

皆
様
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

峡
南
地
域
防
災
力
強
化
戦
略
と
峡
南
地
域
自

主
防
災
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
峡
南
地
域
県
民

セ
ン
タ
ー
の
H
P
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

HP
ア
ド
レ
ス
は
、

http://w
w
w
.pref.yam

anashi.jp/barrier/

htm
l/kn-kenm

inc

防災行動指針 

戦　略 
（99項目） 

評　価 

総点検票 

公的機関グループと事業所グループの一部で実施 

自己評価 
対応方針 

（事業・検討等） 

実　施 

進行管理票 

短期（1年～3年） 

中期（4年～7年） 

長期（8年～10年） 

　合　　　計 

40 

52 

7 

99

実施期間別戦略項目数 

期　　間 項目数 
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峡
南
地
域
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

7

大
規
模
災
害
時
に
は
行
政
自
ら
も
被
災
し
、

災
害
応
急
対
策
に
支
障
が
出
る
な
ど
、
行
政
職

員
だ
け
で
避
難
所
運
営
管
理
に
当
た
る
こ
と
は

困
難
な
状
況
と
な
り
ま
す
。
特
に
大
規
模
地
震

発
生
直
後
の
混
乱
期
に
お
い
て
は
、
地
域
住
民

や
施
設
管
理
者
の
主
導
で
避
難
所
運
営
に
関
わ

る
必
要
が
生
じ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
誰
が
ど
ん
な
状
況
で
避
難
し
て

き
て
も
、
円
滑
に
避
難
所
の
運
営
が
で
き
る
よ

う
、
関
係
者
の
皆
様
が
避
難
所
に
関
す
る
課
題

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
そ
の
成
果
を
具
体
的
な

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
事
前
に
定
め
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
は
、
ほ
と
ん
ど
と
言
っ
て
い

い
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
た
め
今
年
度
は
、
峡
南
地
域
防
災
連
絡
会

議
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
地
元
自

主
防
災
組
織
会
長
や
校
長
先
生
方
を
メ
ン
バ
ー
と

す
る
峡
南
地
域
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
作

業
部
会
を
立
ち
上
げ
、
避
難
所
と
し
て
六
郷
小
・

中
学
校
な
ど
を
対
象
に
、
峡
南
地
域
の
モ
デ
ル
と

な
る
「
峡
南
地
域
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

作
成
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
市
川
三
郷
町
以
外

の
管
内
５
町
も
こ
の
モ
デ
ル
を
参
考
に
し
、
避
難

所
単
位
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
公
的
な
支

援
活
動
「
公
助
」
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
に
は
、

３
日
程
度
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ま
で
は
、
自
分
自
身
の
身
は
自
分
で
守
る
「
自

助
」
と
隣
近
所
の
皆
様
に
よ
る
協
力
「
共
助
」

で
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

地
域
防
災
力
の
向
上
の
た
め
に
は
、
災
害
に

対
す
る
日
頃
か
ら
の
「
構
え
」、
例
え
ば
、
建

物
の
耐
震
改
修
、
家
具
の
転
倒
防
止
、
防
災
備

蓄
品
の
確
保
な
ど
が
重
要
で
す
が
、
取
組
は
決

し
て
順
調
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
に
対
す
る
意
識
の

向
上
や
日
頃
の
行
動
の
一
つ
一
つ
の
積
み
重
ね

が
、
や
が
て
大
き
な
地
域
防
災
力
に
繋
が
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
一
人
で
も
多
く
の
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
力
を
地
域

で
生
か
す
体
制
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
や
よ

り
多
く
の
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
実
践
的
な

防
災
訓
練
の
実
施
、
例
え
ば
、
学
校
や
地
域
、
行

政
な
ど
と
一
緒
に
取
り
組
む
避
難
所
開
設
・
運

営
訓
練
や
災
害
図
上
訓
練（
D
I
G
）
を
開
催
す

る
こ
と
な
ど
が
、
ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
く
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

目
指
す
べ
き
は
「
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
」、

今
後
と
も
地
域
の
皆
様
と
協
働
し
て
、
地
域
防

災
力
の
向
上
の
た
め
、
地
道
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

避難所開設・運営の課題（例） 

1　施設の解錠はだれがするのか 
2　施設の安全点検はどうするのか 
3　避難者の収容はどうするのか 
4　避難所運営に必要な役割と体制をどうするのか 
5　物資や食料の調達、配分の方針・ルールはどうするのか 
6　避難生活の長期化にどう対処するのか 
7　避難所の統廃合に伴う避難者の移動のための合意形成をどうするのか 
8　避難所の撤収に伴う清掃・片づけにどう対処するのか　など 

お
わ
り
に

8
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都
留
市
は
、
昭
和
29
年
4
月
29
日
、
1
町
4

カ
村
（
谷
村
町
、
宝
村
、
禾
生
村
、
盛
里
村
、

東
桂
村
）
が
合
併
し
誕
生
し
た
。
古
く
は
、
甲

府
市
に
次
ぐ
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
郡
内
地
域

の
交
流
拠
点
と
し
て
、
経
済
・
文
化
な
ど
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
い

活
況
を
呈
し
て
き
た
。

ま
た
、
昭
和
35
年
に
開
設
し
た
都
留
文
科
大

学
は
、
全
国
各
地
か
ら
集
う
3

0
0
0
人
余

り
の
学
生
た
ち
が
勉
学
に
励
む
と
と
も
に
、

様
々
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
参
画
す
る
こ
と

で
、
地
域
に
根
ざ
し
た
大
学
と
し
て
着
実
な
発

展
を
遂
げ
て
い
る
。

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り 
特集 

都
留
市
行
政
管
理
課 

小
林
　
正
人 

本
市
の
地
形
は
、
周
囲
を
深
い
山
々
に
囲
ま

れ
、
中
央
を
山
中
湖
に
水
源
を
発
す
る
桂
川
の

清
流
が
横
断
し
、
自
然
溢
れ
る
街
並
み
が
形
成

さ
れ
て
い
る
。
全
面
積
の
85
％
が
山
林
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
土
石
流
や
が
け
崩
れ
が
発
生
し
や

す
い
危
険
箇
所
が
市
内
の
各
所
に
見
ら
れ
、
大

雨
や
大
地
震
な
ど
に
よ
る
災
害
の
恐
怖
が
付
き

ま
と
う
。

幸
い
に
し
て
、
人
命
に
関
わ
る
大
災
害
と
い

わ
れ
る
も
の
は
、
こ
こ
半
世
紀
は
起
こ
っ
て
い

な
い
も
の
の
、
台
風
な
ど
の
大
雨
に
よ
る
急
傾

斜
地
の
崩
落
、
河
川
の
増
水
に
よ
る
道
路
の
侵

食
、
ま
た
、
床
上
・
床
下
浸
水
な
ど
、
小
規
模

な
災
害
は
か
な
り
多
く
、
一
寸
間
違
え
ば
大
き

な
災
害
に
な
り
か
ね
な
い
こ
と
は
肝
に
銘
じ
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
本
市
が
行
っ

て
い
る
防
災
対
策
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

は
じ
め
に

1

地
形
か
ら
見
え
る
特
徴

2

,
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昭
和
56
年
か
ら
57
年
に
か
け
、
自
治
会
組

織
を
基
盤
と
し
た
自
主
防
災
会
を
立
ち
上
げ
、

県
の
支
援
を
受
け
防
災
倉
庫
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、
テ
ン
ト
・
は
し
ご
・
ヘ
ル
メ
ッ

ト
・
給
食
・
給
水
用
具
な
ど
の
防
災
資
機
材

を
購
入
し
、
東
海
地
震
等
の
大
規
模
災
害
に

備
え
る
べ
く
着
々
と
準
備
に
入
っ
た
。
し
か

し
、
当
時
は
、
住
民
の
防
災
に
対
す
る
意
識

は
ま
だ
ま
だ
低
く
、
自
主
防
災
会
長
と
自
治

会
長
と
の
兼
務
な
ど
も
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
思

う
よ
う
な
自
主
防
災
活
動
が
で
き
て
い
な
か

っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

地
震
に
対
す
る
恐
怖
が
現
実
味
を
帯
び
な

い
ま
ま
時
は
流
れ
て
い
た
、
平
成
7
年
1
月

17
日
の
早
朝
、
未
曾
有
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
は
起
こ
っ
た
。
地
震
の
恐
怖
を
我
が
こ
と

の
よ
う
に
感
じ
、
個
々
人
が
地
震
に
対
す
る

何
ら
か
の
対
策
を
必
要
だ
と
思
っ
た
こ
れ
ほ

ど
の
震
災
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
、
自
主
防
災
会
の
活
動
に
対
す
る
気
運

が
一
気
に
高
ま
り
、
組
織
と
し
て
の
活
動
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

全
体
か
ら
言
え
ば
、
ま
だ
ま
だ
一
部
の
組
織

だ
け
の
活
動
で
あ
っ
た
た
め
、
更
な
る
て
こ

入
れ
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

そ
こ
に
登
場
し
た
の
が
、
地
域
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
会
で
あ
る
。
分
権
時
代
の
キ

ー
ワ
ー
ド
で
も
あ
る
「
自
己
決
定
・
自
己
責

任
」
の
精
神
を
、
地
域
の
人
た
ち
に
理
解
し

て
ほ
し
い
と
の
思
惑
と
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う

な
受
身
の
事
業
運
営
で
は
な
く
、
自
ら
が
企

画
立
案
し
た
も
の
を
自
ら
の
手
で
運
営
し
て

い
く
と
い
う
取
り
組
み
を
実
践
す
る
こ
と
で
、

地
方
の
時
代
に
相
応
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
ほ
し
い
と
の
考
え
方
か
ら
立
ち
上
げ

た
こ
の
推
進
会
は
、
旧
町
村
単
位
の
地
域
に

広
が
り
を
見
せ
、「
防
災
に
関
す
る
取
り
組
み
」

を
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
に
据
え
活
動
を
始
め

た
の
で
あ
る
。

各
推
進
会
の
支
援
を
受
け
活
動
を
強
化
し

て
い
っ
た
自
主
防
災
会
は
、
防
災
マ
ッ
プ
の

作
成
や
要
援
護
者
対
策
、
自
主
避
難
マ
ニ
ュ

ア
ル
づ
く
り
な
ど
を
手
が
け
、
着
々
と
防
災

対
策
を
進
め
て
い
っ
た
一
方
、
組
織
内
で
の

防
災
意
識
が
低
い
と
こ
ろ
は
、
特
に
こ
れ
と

い
っ
た
取
り
組
み
を
せ
ず
、
役
員
に
よ
る
防

災
倉
庫
の
点
検
な
ど
の
簡
単
な
取
り
組
み
を

繰
り
返
し
行
っ
て
い
る
自
主
防
災
会
も
少
な

か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
明
ら
か
に
温
度
差
の
あ
る

組
織
を
何
と
か
同
レ
ベ
ル
ま
で
引
き
上
げ
よ

う
と
本
市
が
取
り
組
ん
だ
内
容
は
、
自
主
的

に
動
く
こ
と
の
重
要
性
を
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
会
（
防
災
実
行
委
員
会
）
を
通
じ
て

伝
え
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
会
に
直
接
出

向
い
て
の
防
災
講
習
会
、
ま
た
、
自
主
防
災

会
長
を
集
め
て
の
研
修
会
な
ど
、
地
域
の
リ

ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
目
的
と
と
も
に
、
住
民

の
防
災
意
識
の
向
上
の
た
め
に
か
な
り
の
時

間
を
割
い
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
多
く
の

組
織
の
動
き
が
活
発
に
な
り
、
住
民
の
目
が

次
第
に
防
災
へ
と
向
き
、「
自
助
」
・
「
共
助
」

の
意
味
を
よ
く
理
解
し
つ
つ
、
各
々
の
自
主

防
災
会
が
真
剣
に
取
り
組
み
を
始
め
た
の
で

あ
る
。

自
主
防
災
組
織
の
活
動

3

初期消火訓練

協
働
に
よ
る
活
動

市
の
支
援
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6
月
に
行
っ
た
地
震
防
災
訓
練
で
は
、
北

杜
市
（
糸
魚
川
―
静
岡
構
造
線
）
を
震
源
地

と
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
0
の
直
下
型
地

震
が
発
生
し
、
本
市
で
は
震
度
6
弱
を
記
録

し
た
と
の
想
定
で
行
っ
た
。
市
役
所
に
災
害

対
策
本
部
を
設
け
、
各
地
域
に
設
置
す
る
方

面
対
策
支
部
や
各
避
難
所
と
の
情
報
伝
達
訓

練
及
び
参
集
訓
練
、
消
防
本
部
と
消
防
団
に

よ
る
無
線
通
信
訓
練
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、

各
自
主
防
災
会
に
お
い
て
は
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
独
自
の
訓
練
を
行
っ
て
も
ら
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
地
震
防
災
訓
練
に
あ
わ
せ
て

行
う
土
砂
災
害
に
対
す
る
防
災
訓
練
は
、
急

傾
斜
地
が
多
い
こ
と
や
山
間
部
で
あ
る
た
め

防
災
訓
練

4

危険箇所掲示

災
害
援
助
協
定
等
の
締
結

5

万
が
一
、
大
災
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
と

き
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
救
出
・
救
護
、
備

蓄
品
の
不
足
に
対
す
る
措
置
等
に
お
い
て
、

そ
の
対
応
を
自
己
完
結
で
き
る
事
象
は
、
決

し
て
多
く
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
必

要
に
な
る
の
が
、
自
治
体
間
で
の
災
害
援
助

で
あ
る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
県
内
は
も
と

よ
り
、
県
外
の
自
治
体
と
も
災
害
援
助
協
定

を
締
結
し
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
時
に
必
要

と
さ
れ
る
応
急
対
策
業
務
や
連
絡
体
制
等
に

つ
い
て
も
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
平
常
時

か
ら
密
に
し
、
万
全
の
体
制
を
整
え
る
べ
く

準
備
を
進
め
て
い
る
。

以
下
、
主
な
協
定
等
の
締
結
状
況
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

○

山
梨
県
内
13
市
と
の
災
害
時
の
相
互
応
援

協
定

○
板
橋
区
外
11
自
治
体
と
の
相
互
援
助
協
定

○

奈
良
県
大
和
高
田
市
と
の
大
規
模
災
害
相

互
援
助
協
定

○

山
梨
県
建
設
業
協
会
都
留
支
部
と
の
災
害

時
に
お
け
る
応
急
対
策
業
務
に
関
す
る
協

定

○

市
内
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
業
者
と
の
災
害

発
生
時
に
お
け
る
災
害
対
策
車
両
へ
の
燃

料
供
給
に
関
す
る
協
定

○

災
害
時
に
お
け
る
都
留
郵
便
局
、
都
留
市

間
の
協
力
に
関
す
る
覚
書

○

地
域
貢
献
型
自
動
販
売
機
電
光
掲
示
板
設

置
（
災
害
時
の
飲
料
水
提
供
）

○

東
京
電
力
と
の
災
害
時
に
お
け
る
情
報
連

絡
体
制
の
整
備

に
沢
が
多
く
、
土
石
流
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
避
難
訓
練
を
中
心
に
今

年
度
初
め
て
行
っ
た
。
自
分
た
ち
が
暮
ら
す

地
域
は
、「
ど
こ
が
」「
ど
の
程
度
」
危
険
な

の
か
と
い
う
情
報
を
地
図
上
に
示
し
周
知
を

図
る
と
と
も
に
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

会
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
し
た
訓
練
も
行
っ

て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
防
災
週
間
中
（
8
月
30
日
〜

9
月
5
日
）
に
行
う
総
合
防
災
訓
練
は
、
市

職
員
及
び
消
防
職
員
等
と
地
域
住
民
が
協
働

し
て
行
う
総
合
的
な
訓
練
で
、
多
く
の
市
民

が
参
加
で
き
る
よ
う
現
地
対
策
本
部
を
設
け
、

毎
年
主
会
場
を
変
更
し
な
が
ら
行
っ
て
い
る
。
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目
指
す
べ
き
防
災
対
策

6

（
社
）
日
本
火
災
学
会
が
行
っ
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
後
の
調
査
に
よ
る
と
、
生
き
埋

め
等
で
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
の
う
ち
、
公
的

機
関
に
救
助
さ
れ
た
割
合
は
１
・
７
％
で
、

自
力
や
家
族
、
地
域
の
人
た
ち
の
力
で
救
助

さ
れ
た
割
合
が
合
わ
せ
て
95
％
に
達
す
る
こ

と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
防
災
力
の
強
化
に
は
、「
自
助
」
・
「
共
助
」

が
い
か
に
重
要
に
な
る
か
を
再
認
識
す
る
必

要
が
あ
る
。

本
市
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
日
本
防
災

士
機
構
が
実
施
す
る
防
災
士
の
認
定
を
受
け

よ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
し
、

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
べ
く
人
材
を

養
成
し
て
い
る
。
現
在
ま
で
に
15
人
の
防
災

士
が
資
格
を
取
得
し
、
各
地
域
に
お
い
て
防

災
講
習
会
の
講
師
や
防
災
訓
練
時
の
指
導
な

ど
、
自
主
防
災
会
の
要
求
に
応
じ
て
活
躍
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
認
定
を

受
け
て
日
が
浅
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
地
域
で

の
認
識
度
は
ま
だ
ま
だ
低
く
、
思
う
よ
う
な

活
躍
の
場
が
見
い
だ
せ
な
い
で
い
る
。

今
後
は
、
防
災
士
の
研
修
事
業
や
意
見
交

換
会
を
行
う
中
、
各
々
の
自
主
防
災
会
が

「
自
助
」
・
「
共
助
」
の
精
神
を
堅
持
し
つ
つ
、

地
域
防
災
力
の
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
、

防
災
士
を
含
め
自
主
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
更

な
る
指
導
・
啓
発
が
必
要
に
な
る
。

ま
た
、
市
に
お
い
て
は
、
災
害
時
に
職
員

が
定
め
ら
れ
た
行
動
を
し
っ
か
り
取
れ
る
よ

う
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
備
え
た
対
策
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
そ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

担
当
班
ご
と
に
確
認
し
合
い
、
繰
り
返
し
訓

練
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

災
害
が
甚
大
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
市
職

員
も
被
災
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
く
担
当
内
・
外

の
事
務
分
掌
を
折
に
触
れ
確
認
し
、
お
互
い

の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
特
に
重
要
と
な

る
。こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
を
は
じ
め
と

す
る
公
共
機
関
の
防
災
対
策
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
自
主
防
災
会
を
は
じ
め
と
す
る
民
間

組
織
と
の
連
携
や
情
報
の
共
有
化
を
進
め
、

協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
「
救
え
る
命
が
あ
る
」

こ
と
を
認
識
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
形
成
に
向
け
邁
進
し
て
い
き
た
い
。

ＡＥＤ訓練
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災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り 

市
民
と
協
働
に
よ
る
防
災
の
ま
ち
づ
く
り 
特集 

今
村
繁
樹 
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ル
プ
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市
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課 

斎
藤
節
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ル
プ
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福
祉
協
議
会
　
総
務
課 

自
主
防
災
組
織
の
取
り
組
み

1

南
ア
ル
プ
ス
市
は
山
梨
県
の
中
西
部
に
位

置
し
、
釜
無
川
右
岸
に
広
が
る
御
勅
使
（
み

だ
い
）
川
扇
状
地
と
南
ア
ル
プ
ス
山
系
か
ら

な
る
地
域
で
、
芦
安
地
区
に
は
日
本
第
二
位

の
高
峰
北
岳
を
は
じ
め
三
千
m
級
の
山
々
が

連
な
り
、
日
本
の
屋
根
と
い
わ
れ
て
い
る
南

ア
ル
プ
ス
連
峰
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の
麓

か
ら
流
れ
、
富
士
川
に
そ
そ
ぐ
御
勅
使
川
、

滝
沢
川
、
坪
川
の
三
つ
の
水
系
沿
い
に
市
街

地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

市
街
地
は
、
御
勅
使
川
扇
状
地
、
釜
無
川

氾
濫
源
に
位
置
し
て
お
り
、
扇
状
地
は
地
下

水
位
が
極
め
て
深
く
、
水
量
に
乏
し
い
常
習

干
ば
つ
地
で
す
。
ま
た
、
釜
無
川
氾
濫
源
に

位
置
す
る
若
草
・
甲
西
地
域
の
多
く
は
、
釜

無
川
・
御
勅
使
川
の
沖
積
源
で
も
あ
り
、
急

峻
な
地
形
と
断
層
か
ら
土
砂
の
生
産
量
が
多

く
、
軟
弱
な
地
質
の
流
出
と
あ
わ
せ
て
下
流

に
天
井
川
を
形
成
し
て
い
る
た
め
大
雨
が
降

る
と
、
し
ば
し
ば
浸
水
、
冠
水
等
の
水
害
を

被
っ
て
き
ま
し
た
。

御
勅
使
川
扇
状
地
に
位
置
す
る
中
央
部
及

び
東
部
地
域
は
、
大
規
模
地
震
発
生
時
に
は

液
状
化
の
危
険
が
非
常
に
高
い
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
形
的
に
も
急
傾
斜
に

よ
る
土
砂
災
害
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
洪
水

災
害
が
発
生
す
る
危
険
性
の
高
い
地
域
と
言

え
ま
す
。

現
在
、
発
生
の
切
迫
性
が
叫
ば
れ
て
い
る

「
東
海
地
震
」
の
他
に
も
、
震
源
が
市
内
に
存

在
し
甚
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
「
釜
無
川

断
層
地
震
」、
さ
ら
に
、
断
層
地
震
の
中
で
は

最
も
発
生
確
率
が
高
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

「
糸
魚
川
―
静
岡
構
造
線
地
震
」
は
、
被
害
が

東
海
地
震
を
上
回
る
規
模
と
想
定
さ
れ
、
警

戒
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
衰
退

2

一
方
、
新
興
住
宅
街
で
は
、
自
治
会
に
入
ら

な
い
世
帯
が
増
加
し
、
地
域
の
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
が
薄
れ
て
い
く
都
会
化
現
象
は
年
々
増

え
つ
つ
あ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
衰
退

は
南
ア
ル
プ
ス
市
で
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
普
段
の
生
活
の
中
で
は
特
に
不
便
も
感
じ

る
こ
と
な
く
暮
ら
し
て
い
て
も
、
い
ざ
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
地
域
の
助
け
合
い
こ
そ

が
最
も
必
要
で
あ
り
、
ま
た
重
要
で
あ
る
こ
と

が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
る
災
害
で
の
教
訓

と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
地
域
防
災
力
の
強
化
が
優
先
課
題
と

な
っ
て
い
る
今
日
、
市
と
市
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
協
働
に
よ
り
「
防
災
を
切
り
口
と
し
た
地

域
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

住
民
対
象
の
意
識
啓
発
の
た
め
の
「
防
災
講
演

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
に
生
き
埋
め
に
な
っ

た
り
、
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
際
の
救
出
に
つ
い
て

は
、
自
力
・
家
族
・
友
人
・
隣
人
に
よ
り
助
け

ら
れ
た
人
が
、
全
体
の
95
％
近
く
に
も
及
び
、

救
助
隊
に
救
出
さ
れ
た
人
は
、
全
体
の
１
・

７
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
恐
れ
が

あ
る
場
合
に
被
害
を
防
止
し
、
若
し
く
は
軽

減
す
る
た
め
、
住
民
が
自
主
的
に
結
成
し
運

営
す
る
自
主
防
災
会
組
織
等
の
育
成
・
強
化

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

住
民
の
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
達
の
地
域

は
地
域
で
守
る
」
と
い
う
強
い
自
覚
を
も
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
自
主
防
災
会
に
お
い
て
、

日
頃
か
ら
積
極
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
「
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
」
を
進
め

る
上
で
大
き
な
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
南
ア

ル
プ
ス
市
内
に
は
、
現
在
１
２
７
の
自
主
防

災
会
が
組
織
さ
れ
、
市
で
は
活
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
講
習
会
・
救
急
救
命
講
習
会
の
開
催
、

災
害
時
要
援
護
者
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
防
災

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等

の
配
布
、
さ
ら
に
、
各
自
主
防
災
会
が
整
備

す
る
発
電
機
、
バ
ー
ル
、
救
急
医
療
セ
ッ
ト
、

釜
、
給
水
タ
ン
ク
、
バ
ケ
ツ
、
簡
易
ト
イ
レ
、

資
機
材
収
納
庫
等
々
の
防
災
資
機
材
の
整
備

事
業
等
に
対
し
補
助
金
を
交
付
す
る
な
ど
の

支
援
を
行
っ
て
お
り
、
自
主
防
災
活
動
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
る
自
治
会
（
自
主
防
災

会
）
が
あ
り
ま
す
。
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会
」
や
「
地
域
防
災
マ
ッ
プ
講
座
」
等
を
幾
度

と
な
く
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
一

般
住
民
の
関
心
は
薄
く
、
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者

は
通
知
を
貰
っ
た
自
治
会
関
係
者
や
消
防
団
員

等
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
役
職

に
関
係
な
く
、
地
域
防
災
力
の
必
要
性
を
理
解

し
、
地
域
の
中
で
核
と
な
っ
て
活
動
し
て
く
れ

る
人
材
を
育
成
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
き
ま
し

た
。

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
誕
生

3

平
成
17
年
、
南
ア
ル
プ
ス
市
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
国
庫
補
助
事
業
で
あ
る
「
福
祉

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
の
採
択
を
受
け
「
防

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
や
「
小
地
域

出
前
講
座
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
を
毎

年
開
催
し
て
お
り
、
新
潟
中
越
地
震
や
長
野

豪
雨
災
害
等
の
被
災
経
験
者
の
話
を
聞
く
機

会
や
、
地
域
防
災
力
を
強
化
す
る
た
め
の
実

地
訓
練
な
ど
を
行
い
、
さ
ら
に
、「
小
地
域
出

前
講
座
」
で
は
小
さ
な
組
単
位
の
集
ま
り
に

職
員
が
出
向
き
「
隣
近
所
の
絆
が
災
害
時
、

地
域
を
救
う
」
と
話
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
地
域
住
民
の
参
加
が
少
し
ず
つ
増
え

る
と
と
も
に
、
防
災
意
識
も
徐
々
に
地
域
に

浸
透
し
、
旧
町
村
単
位
で
の
防
災
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
地
区
連
絡
会
が
組
織
さ
れ
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。
地
区
に
よ
っ
て
は
温
度
差
は
あ

る
も
の
の
地
域
住
民
主
体
の
防
災
活
動
が
活

発
化
し
ま
し
た
。

各
地
域
そ
れ
ぞ
れ
特
性
の
あ
る
防
災
活
動

の
中
、
若
草
地
区
の
藤
田
区
に
お
け
る
防
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

に
は
注
視
す
る
点
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
藤
田
区

は
市
内
で
も
特
に
急
激

に
人
口
が
増
加
し
、
自

治
会
未
加
入
世
帯
が
全

世
帯
の
半
数
を
占
め
る

と
い
う
他
の
地
区
に
な

い
課
題
を
抱
え
た
地
域

で
あ
り
ま
す
。「
も
し
災

害
が
起
き
た
ら
、
自
分

た
ち
の
地
域
は
ど
う
な

る
の
か
。」
と
い
う
危
機

感
を
も
っ
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
メ
ン
バ
ー
は
毎

月
定
例
会
を
開
き
、
ど

う
し
た
ら
「
地
域
防
災

力
」
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
か
を
話
し
合
い
、

高
齢
者
や
子
供
た
ち
に

も
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に「
寸
劇
活
動
」

な
ど
も
始
め
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
平
成
18
年
、
熱
心
な
藤
田
区

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
政
が
後
押
し
す
る

形
で
、
自
治
会
、
地
域
住
民
、
そ
し
て
新
し
く

転
入
し
て
き
た
住
民
も
巻
き
込
ん
だ
「
藤
田
区

防
災
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
が
始
ま
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
区
民
の
防
災
意
識
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
藤
田
区
を
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
の
た
め
、
新
旧
住
民
を
交
え
て
の
意

見
交
換
の
場
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
、

そ
の
な
か
か
ら
、
最
優
先
課
題
と
し
て
「
区
の

再
編
成
」
と
「
新
旧
住
民
を
交
え
た
推
進
体
制
」

の
必
要
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

「
区
の
再
編
成
」
は
、
行
政
に
と
っ
て
も
、
藤

田
区
に
と
っ
て
も
長
い
間
の
懸
案
事
項
で
あ

り
、
一
朝
一
夕
で
解
決
で
き
る
課
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
防
災
と
い
う
共
通

課
題
を
軸
と
し
て
50
世
帯
を
目
安
に
新
旧
住
民

八田地区  

白根地区  

芦安地区  

若草地区  

 　　 藤田区 

櫛形地区  

甲西地区  

全　体  

81.34% 

79.09% 

99.46% 

71.32% 

48.34% 

88.85% 

92.25% 

83.29%

Ｈ１6

80.65% 

78.26% 

97.92% 

69.52% 

45.98% 

86.20% 

91.08% 

81.76%

Ｈ１7

79.80% 

78.47% 

92.23% 

68.92% 

44.30% 

83.40% 

90.41% 

80.71%

Ｈ１8

79.42% 

78.06% 

90.96% 

68.02% 

44.82% 

81.43% 

84.08% 

78.70%

Ｈ１9

77.48% 

77.91% 

98.85% 

69.02% 

50.71% 

80.75% 

80.40% 

77.80%

Ｈ20
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の
垣
根
を
越
え
た
「
小
地
域
防
災
班
」
を
編
成

す
る
こ
と
で
将
来
的
に
自
治
会
の
加
入
世
帯
を

増
や
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
た
取
り
組
み
で
あ

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
年
の
８
月
に
は
、

新
し
く
編
成
さ
れ
た
「
地
域
防
災
班
」
の
組
織

を
活
か
し
た
初
め
て
の
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
メ
ン
バ
ー

が
藤
田
区
の
自
主
防
災
会
組
織
の
一
員
に
加
え

ら
れ
て
企
画
し
た
「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

誰
も
が
参
加
し
た
く
な
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
防
災

訓
練
」
で
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
一
人
で
も
多
く
の
住
民
に
参

加
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
当
日
参
加

賞
を
用
意
し
た
り
子
供
達
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

を
手
渡
し
た
り
し
て
結
果
的
に
は
楽
し
い
防
災

訓
練
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
呼
び
か
け
は
、
回

覧
板
の
届
か
な
い
自
治
会
の
未
加
入
世
帯
に
は

一
軒
一
軒
チ
ラ
シ
を
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
歩
き
ま

し
た
。
そ
の
甲
斐
が
あ
っ
て
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
企
画
し
た
初
め
て
の
防
災
訓
練
は
予
想
以

上
の
参
加
者
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
自
治
会
に
入

っ
て
い
な
い
若
い
世
代
や
子
供
た
ち
が
初
め
て

藤
田
区
の
行
事
に
参
加
し
た
記
念
す
べ
き
一
日

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
防
災
訓
練
は
年
々
充
実

し
、
今
年
度
は
市
の
保
健
師
、
社
協
の
ヘ
ル
パ

ボランティア養成講座

藤田区防災訓練の様子
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ー
等
と
協
力
し
災
害
時
の
要
援
護
者
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
４
月
か
ら

「
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
の
メ
ン
バ
ー
を

中
心
と
し
て
「
藤
田
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
ら
ぶ
ク
ラ
ブ
」

が
結
成
さ
れ
、
藤
田
区
の
情
報
を
掲
載
し
た
情

報
紙
「
わ
く
わ
く
藤
田
」
が
定
期
的
に
発
行
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
子
供
た
ち
や

若
者
も
交
じ
っ
て
藤
田
区
を
流
れ
る
油
川
の
清

掃
活
動
も
始
ま
り
ま
し
た
。

最
初
は
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
名
か
ら
始

ま
っ
た
「
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
」
は
自
治
会
、

地
域
住
民
の
輪
に
よ
っ
て
大
き
な
広
が
り
に
発

展
し
て
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
「
我
が
家
は
大
丈
夫
」
と
い
う
意

識
が
強
く
、
市
内
全
域
で
同
様
な
取
り
組
み
が

十
分
に
進
ま
な
い
状
況
下
で
す
が
、
地
道
な
啓

発
活
動
が
少
し
ず
つ
実
を
結
び
つ
つ
あ
り
ま

す
。
安
心
で
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
願
わ
な
い

住
民
は
誰
一
人
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
行
政
、
住

民
双
方
か
ら
歩
み
寄
る
「
市
民
と
協
働
に
よ
る

防
災
の
ま
ち
づ
く
り
」が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

時
代
は
「
自
主
防
災
」
か
ら
「
自
守
防
災
」

に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
誰
も
が
自
分
の
こ

と
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
防
災
」

は
地
域
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
本
市
で
の
取
り
組
み
が
、
今
後

の
地
域
づ
く
り
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
に
存
じ

ま
す
。

ワークショップ



の やまなし 25

Question&Answer

Q&A
自　　治

お答えします！

市
町
村
税
に
つ
い
て
の
最
近
の
話
題
に
つ
い
て
、

お
答
え
し
ま
す
。

Q

市
町
村
ご
と
の
徴
収
率
は
ど
ん
な
状
況
で
す
か
？

Q

三
位
一
体
の
改
革
で
、
税
源
移

譲
が
行
わ
れ
た
結
果
で
す
。

そ
の
分
、
市
町
村
に
対
す
る
国

庫
補
助
負
担
金
が
減
っ
て
い
る
の
で
す
。

だ
か
ら
、
移
譲
さ
れ
た
分
も
含
め
て
、
市

町
村
は
し
っ
か
り
税
を
確
保
し
な
け
れ
ば
、

自
ら
行
う
べ
き
仕
事
も
財
源
が
不
足
し
て
出

来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

A
平
成
19
年
か
ら
、
所
得
税
が
減
っ
て
住
民
税
が
増
え
ま
し
た
が
、
市
町
村
に

と
っ
て
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
で
す
か
？

Q
課
税
し
た
税
額
に
対
し
て
、
実

際
に
納
税
さ
れ
た
金
額
の
割
合

を
徴
収
率
と
言
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
を
除
い

た
山
梨
県
の
市
町
村
の
徴
収
率
は
87
・
5
％

で
し
た
。

こ
の
時
の
全
国
平
均
は
、
93
・
3
％
で
す

か
ら
、
5
・
8
ポ
イ
ン
ト
も
下
回
っ
て
い
る

の
で
す
。
ち
な
み
に
全
国
で
の
順
位
は
46
位

で
下
か
ら
2
番
目
で
す
。

こ
こ
数
年
は
、
40
位
代
に
低
迷
し
て
い
ま

す
。

A
そ
れ
で
は
、
市
町
村
税
は
し
っ
か
り
確
保
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

Q

そ
う
で
す
。
金
額
に
す
る
と
約

1
7
0
億
円
に
も
な
り
ま
す
。

全
国
平
均
と
の
差
の
5
・
8
ポ
イ
ン
ト
分

だ
け
で
も
、
約
79
億
円
で
す
。

こ
の
金
額
を
皆
さ
ん
は
「
大
き
い
」
と
感

じ
ま
す
か
？
そ
れ
と
も
「
小
さ
い
」
と
感
じ

ま
す
か
？

A
徴
収
率
87
・
5
％
と
は
、
逆
に
12
・
5
％
も
納
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
ね
？

Q
市
町
村
ご
と
の
徴
収
率
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。

ト
ッ
プ
と
最
下
位
の
市
町
村
の
徴
収
率
の

差
は
、
22
・
6
ポ
イ
ン
ト
に
も
な
っ
て
い
て
、

ち
ょ
っ
と
ビ
ッ
ク
リ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

納
税
は
、
住
民
の
当
然
の
義
務

で
す
が
、
そ
の
義
務
を
果
た
さ

な
い
住
民
を
許
し
て
い
る
こ
と
は
、
税
の
公

平
性
を
欠
く
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
行
政

へ
の
信
頼
性
を
失
っ
て
し
ま
う
重
要
な
問
題

で
す
。

納
税
の
義
務
を
果
た
さ
な
い
住
民
に
対
し

て
、
毅
然
と
し
て
法
律
に
則
っ
た
適
切
な
措

置
を
と
る
こ
と
が
何
よ
り
求
め
ら
れ
ま
す
。

A
徴
収
率
が
低
い
と
い
う
こ
と
は
、
税
金
を
き
ち
ん
と
納
め
て
い
る
住
民
に
し

て
み
る
と
損
を
し
て
い
る
感
覚
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

Q A98.5 

98.2 

95.1 

94.9 

94.8 

92.7 

92.7 

92.1 

92.0 

91.7 

91.3 

90.8 

90.7 

90.7 

90.5 

90.4 

89.5 

89.2 

89.1 

88.8 

87.1 

86.7 

85.9 

85.7 

85.0 

82.7 

77.8 

75.9 

87.5 

93.3 

46

  

 ［地方財政状況調査（決算統計）第７表から］ 
 別表 　　徴収実績 （税全体） 

市町村名 H18

丹 波 山 村

小 菅 村

忍 野 村

鰍 沢 町

早 川 町

南 部 町

大 月 市

市川三郷町

南アルプス市

韮 崎 市

道 志 村

中 央 市

増 穂 町

昭 和 町

山 中 湖 村

北 杜 市

甲 州 市

上 野 原 市

西 桂 町

山 梨 市

甲 斐 市

富士河口湖町

甲 府 市

富士吉田市

都 留 市

鳴 沢 村

身 延 町

笛 吹 市

平 均

全 国 平 均

順 位
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も
ち
ろ
ん
、
市
町
村
に
と
っ
て

税
収
の
確
保
は
、
財
政
面
か
ら

も
、
行
政
へ
の
信
頼
性
の
面
か
ら
も
最
重
要

な
課
題
で
す
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
対
策
を
と
っ

て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
平
成
20
年
度
か
ら
は
、
県
と

全
市
町
村
が
一
緒
に
な
っ
て
「
山
梨
県
地
方

税
滞
納
整
理
推
進
機
構
」
を
設
立
し
、
滞
納

整
理
を
推
進
す
る
体
制
を
作
り
ま
し
た
。

A
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
は
徴
収
率
を
上
げ
る
た
め
に
ど
ん
な
対
策
を
し
て
い
る

の
で
す
か
？
　

Q
「
山
梨
県
地
方
税
滞
納
整
理
推
進

機
構
」
は
、
県
と
市
町
村
が
設

置
し
た
任
意
の
組
織
で
、
市
町
村
の
困
難

滞
納
案
件
な
ど
を
引
き
継
ぎ
、
県
職
員
と

市
町
村
職
員
が
共
同
し
て
滞
納
整
理
を
行

っ
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
実
務
を
通
じ
て
、
市
町
村
職

員
の
滞
納
整
理
に
係
る
技
術
・
知
識
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
は
、
市
町
村
か
ら
20
名
が

派
遣
さ
れ
、
6
名
の
県
職
員
と
一
緒
に
な

っ
て
滞
納
整
理
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
弁
護
士
な
ど
３
名
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
設
置
し
、
専
門
的
な
助
言
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

A
「
山
梨
県
地
方
税
滞
納
整
理
推
進
機
構
」
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
で

す
か
？

Q

滞
納
整
理
と
は
、
税
金
が
納
期

限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合

に
、
①
督
促
状
、
催
告
書
等
に
よ
る
納
税
の

催
告
、
②
差
押
等
の
滞
納
処
分
、
③
納
税
猶

予
等
を
行
い
、
滞
納
金
を
徴
収
し
て
完
結
す

る
か
、
あ
る
い
は
、
滞
納
処
分
の
停
止
を
行

う
な
ど
、
滞
納
金
に
関
す
る
一
連
の
事
務
手

続
き
を
総
称
し
た
も
の
で
す
。

A
税
金
の
滞
納
整
理
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

Q
山
梨
県
市
町
村
職
員
研
修
所
が

県
と
連
携
し
な
が
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
内
容
の
税
務
事
務
研
修
を
計
画
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
専
門
的
な
滞
納
整
理
の
技
術
・

知
識
の
修
得
に
つ
い
て
は
、
県
税
務
課
が
研

修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

税
務
担
当
職
員
は
、
積
極
的
に
研
修
を
受

け
て
、
実
務
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

A
差
押
等
の
滞
納
処
分
を
執
行
す
る
た
め
に
必
要
な
専
門
的
な
知
識
は
、
ど

う
や
っ
て
修
得
す
る
の
で
す
か
？

Q
ポ
ル
シ
ェ
の
公
売
は
、
県
税
事

務
所
が
滞
納
者
に
対
し
て
差
押

え
を
行
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

公
売
し
、
滞
納
整
理
を
し
た
ケ
ー
ス
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
預
貯
金
や
不
動
産
を
差
押

え
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
、
動
産
の
売
却
が

容
易
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
動
産
の
差
押
え

も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

市
町
村
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
積
極

的
に
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

A
先
日
、
ポ
ル
シ
ェ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
？

Q

そ
う
で
す
ね
。

税
金
は
、
も
と
も
と
住
民
の

資
産
や
収
入
状
況
を
的
確
に
把

握
し
て
課
税
す
べ
き
も
の
で
す
し
、
課
税
後

に
発
生
し
た
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
減
免
理
由

に
該
当
す
れ
ば
減
免
さ
れ
た
り
、
徴
収
猶
予

さ
れ
た
り
す
る
も
の
で
す
。

市
町
村
と
し
て
は
、
住
民
の
一
人
ひ
と
り

の
状
況
に
合
わ
せ
て
適
切
に
税
法
を
運
用
す

る
こ
と
が
行
政
に
対
す
る
信
頼
性
確
保
に
最

も
重
要
で
す
。

A
で
も
、
住
民
の
な
か
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
っ
て
税
金
を
納
め
た

く
て
も
、
納
め
ら
れ
な
い
人
も
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

Q



27 の やまなし 

県
税
の
自
動
車
税
や
富
士
吉
田

市
や
甲
州
市
や
山
中
湖
村
の
住

民
税
等
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
税
金
を
納
め
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
収
納
は
、
早
朝
か
ら
深
夜
ま

で
、
休
日
も
関
係
な
く
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
住
民
に
と
っ
て
の
利
便
性
が
向
上
し
、

徴
収
率
の
ア
ッ
プ
も
期
待
で
き
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
よ
う
に
、
納
税
環
境

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
、
住
民
と
市
町
村

双
方
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
視

点
だ
と
思
い
ま
す
。

A
最
近
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
も
税
金
を
納
め
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
で
す

が
？

Q
納
税
環
境
の
向
上
の
た
め
に
、

コ
ン
ビ
ニ
収
納
は
有
効
な
手
法

の
一
つ
で
す
。

た
だ
、
多
く
の
税
目
で
導
入
す
る
た
め
に

は
、
収
納
に
係
る
手
数
料
の
問
題
や
税
務
シ

ス
テ
ム
の
改
修
等
解
決
す
べ
き
課
題
が
あ
り

ま
す
。

今
、
多
く
の
市
町
村
で
導
入
に
向
け
て
検

討
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん

便
利
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
の
う
ち
か
ら
納
付
書
を
標
準

帳
票
仕
様
に
統
一
す
る
こ
と
は
、
納
税
環
境

の
向
上
の
た
め
に
、
将
来
マ
ル
チ
ペ
イ
メ
ン

ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
導
入
す
る
た
め
の
準
備

の
ひ
と
つ
で
す
。

A
便
利
な
コ
ン
ビ
ニ
収
納
は
も
っ
と
拡
が
ら
な
い
の
で
す
か
？

Q
マ
ル
チ
ペ
イ
メ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
は
、
税
金
や
公
共
料
金

等
に
つ
い
て
、
携
帯
電
話
や
金
融
機
関
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
等
を
通
じ
て
、
住
民
が
時
間
や
場
所
を

選
ぶ
こ
と
な
く
支
払
を
可
能
と
す
る
仕
組
み

で
す
。

こ
の
仕
組
み
は
、
住
民
の
利
便
性
を
著
し

く
向
上
さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
将
来

的
に
導
入
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

A
マ
ル
チ
ペ
イ
メ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
何
で
す
か
？

Q

納
付
書
は
、
市
町
村
ご
と
に
少

し
ず
つ
様
式
が
違
っ
て
い
る
の

を
ご
存
じ
で
す
か
？

様
式
を
標
準
帳
票
仕
様
に
統
一
す
る
こ
と

で
、
郵
便
局
や
一
般
の
金
融
機
関
、
さ
ら
に

コ
ン
ビ
ニ
で
も
対
応
可
能
と
な
り
、
住
民
の

利
便
性
の
向
上
に
役
立
ち
ま
す
。

将
来
の
マ
ル
チ
ペ
イ
メ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
導
入
を
見
据
え
て
、
県
内
で
は
既
に
甲

州
市
が
統
一
仕
様
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

他
の
市
町
村
で
も
、
今
の
う
ち
か
ら
納
付

書
の
様
式
の
変
更
等
に
取
り
組
む
こ
と
は
、

将
来
を
見
据
え
た
準
備
と
し
て
大
変
有
効
で

す
。ち

な
み
に
、
標
準
帳
票
仕
様
は
別
図
の
と

お
り
で
す
。

A
今
の
う
ち
か
ら
、
納
付
書
を
標
準
帳
票
仕
様
に
統
一
す
る
こ
と
は
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
の
で
す
か
？

Q
税
金
は
、
市
町
村
の
活
動
を
支

え
る
基
本
的
な
財
源
で
す
。

そ
の
税
金
を
適
正
に
課
税
し
収
納
す
る
こ

と
が
、
税
務
担
当
職
員
の
職
務
で
す
。

税
務
担
当
職
員
は
、
市
町
村
の
活
動
を
支

え
る
た
め
に
日
々
困
難
な
職
務
を
遂
行
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
税
金
は
税
務
担
当
職
員
だ
け
が

関
わ
り
の
あ
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
市
町
村
職
員
は
、
税
務
担
当
職
員

が
収
納
し
た
税
金
を
使
っ
て
、
毎
日
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
税
金

は
住
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
大
切
な
も
の
な

の
で
す
。

こ
の
こ
と
を
い
つ
も
心
に
留
め
て
お
き
た

い
も
の
で
す
。

A
最
後
に
、
私
た
ち
市
町
村
職
員
が
心
得
て
お
く
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Q

別図　標準仕様票
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Question&Answer

平
成
20
年
度
か
ら
取
り
組
む
公
立
病
院
改
革
の
内

容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q
昨
年
末
、
総
務
省
に
お
い
て
公

立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
以
下
「
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。）

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
、「
経
営
の
効
率
化
」、「
再
編
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
」
及
び
「
経
営
形
態
の
見
直
し
」

の
3
つ
の
視
点
に
立
っ
た
改
革
を
一
体
的
に

推
進
す
る
こ
と
を
求
め
、
平
成
20
年
度
内
に

公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
（
以
下
「
改
革
プ
ラ

ン
」
と
い
う
。）
を
策
定
す
る
よ
う
、
病
院

事
業
を
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体
に
要
請
し

て
い
ま
す
。

Ⅰ
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
の
経
緯

平
成
18
年
度
公
営
企
業
の
決
算
統
計
に
よ

れ
ば
、
全
公
立
病
院
の
事
業
数
は
6
6
9
事

業
で
、
こ
の
う
ち
経
常
損
失
を
生
じ
た
事
業

は
、
営
業
中
の
事
業
の
78
・
9
％
に
当
た
る

5
2
7
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
要
因

と
し
て
公
立
病
院
は
、
へ
き
地
医
療
、
救
急

医
療
、
高
度
医
療
な
ど
採
算
性
確
保
の
上
で

難
し
い
分
野
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
掲
げ
ら

れ
ま
す
が
、
近
年
は
診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス

改
定
や
、
医
師
不
足
等
に
よ
る
患
者
数
の
減

に
起
因
し
た
収
入
の
減
少
が
急
激
な
経
営
悪

化
を
招
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ⅱ
公
立
病
院
改
革
の
必
要
性

公
立
病
院
改
革
の
究
極
の
目
的
は
、
公
・

民
の
適
切
な
役
割
分
担
の
下
、
地
域
に
お
い

て
必
要
な
医
療
提
供
体
制
の
確
保
を
図
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

公
立
病
院
の
置
か
れ
た
厳
し
い
状
況
の

中
、
地
域
に
お
い
て
真
に
必
要
な
医
療
提
供

体
制
を
確
保
し
、
良
質
な
医
療
を
継
続
し
て

提
供
す
る
た
め
に
は
、
医
師
を
は
じ
め
と
す

る
必
要
な
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
適
切
に
配
置
で

き
る
よ
う
必
要
な
医
療
機
能
を
備
え
た
体
制

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
経
営
の
効
率
化
を

図
り
、
安
定
し
た
経
営
を
目
指
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

公
立
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
公
的
医
療
機

関
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
地
域
に
お
い
て

提
供
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
な
医
療
の
う
ち
、

採
算
性
等
の
面
か
ら
民
間
医
療
機
関
に
よ
る

提
供
が
困
難
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
当
該
病
院
に
期
待
さ

れ
る
機
能
、
果
た
す
べ
き
役
割
か
ら
抜
本
的

A

に
見
直
す
と
同
時
に
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
一

般
会
計
等
と
の
間
で
の
経
費
の
負
担
区
分
に

つ
い
て
明
確
な
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

Ⅲ
経
営
の
効
率
化

各
公
立
病
院
が
自
ら
の
役
割
に
基
づ
き
、

住
民
に
対
し
良
質
の
医
療
を
継
続
的
に
提
供

し
て
い
く
た
め
に
は
、
病
院
経
営
の
健
全
性

が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
こ
の

観
点
か
ら
、
主
要
な
経
営
指
標
に
つ
い
て
数

値
目
標
を
掲
げ
、
経
営
の
効
率
化
を
図
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

経
営
指
標
と
し
て
は
、
財
務
内
容
の
改
善

に
係
る
指
標
と
し
て
「
経
常
収
支
比
率
」、

「
職
員
給
与
費
対
医
業
収
益
比
率
」
及
び

「
病
床
利
用
率
」
は
必
ず
数
値
目
標
を
設
定

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
公
立
病
院
と
し
て
提
供
す
べ
き
医

療
機
能
の
確
保
に
係
る
指
標
と
し
て
、
例
え

ば
、
救
急
等
の
取
扱
件
数
や
臨
床
研
修
医
の

受
入
人
数
等
、
適
宜
数
値
目
標
を
設
定
す
る

こ
と
と
さ
れ
、
経
営
面
だ
け
で
な
く
、
期
待

さ
れ
る
医
療
機
能
を
確
保
し
て
い
る
か
否
か

が
確
認
で
き
る
よ
う
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
的
な

取
組
と
し
て
、
民
間
手
法
の
導
入
、
事
業
規

模
・
形
態
の
見
直
し
、
給
与
・
定
員
管
理
の

適
正
化
、
医
薬
材
料
費
等
の
経
費
の
節
減
合

理
化
な
ど
に
よ
る
医
業
費
用
の
抑
制
や
病
床

利
用
率
の
向
上
等
に
よ
る
診
療
報
酬
の
確
保

等
が
想
定
さ
れ
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取

組
を
ど
の
時
期
に
行
う
の
か
を
明
記
し
ま

す
。そ

の
ほ
か
留
意
事
項
と
し
て
、
経
営
指
標

に
係
る
数
値
目
標
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、

一
般
会
計
等
か
ら
の
繰
出
が
行
わ
れ
れ
ば

「
経
常
黒
字
」
が
達
成
さ
れ
る
状
態
を
想
定

し
た
上
で
の
目
標
数
値
の
設
定
、
一
般
病
床

及
び
療
養
病
床
の
病
床
利
用
率
が
お
お
む
ね

過
去
3
年
連
続
し
て
70
％
未
満
の
病
院
に
つ

い
て
は
、
病
床
数
の
削
減
、
診
療
所
化
等
の

抜
本
的
な
見
直
し
を
求
め
て
い
ま
す
。
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Ⅳ
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

近
年
の
公
立
病
院
の
厳
し
い
経
営
状
況
や

道
路
整
備
の
進
展
、
医
師
確
保
対
策
の
必
要

性
等
を
踏
ま
え
る
と
、
二
次
医
療
圏
を
単
位

と
し
て
、
そ
の
地
域
で
高
度
な
医
療
を
中
心

と
し
て
担
っ
て
い
く
よ
う
な
基
幹
病
院
と
、

そ
れ
以
外
の
日
常
的
な
医
療
を
担
う
病
院
や

診
療
所
に
公
立
病
院
を
再
編
し
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
医
療
機
関
の
間
の
機
能
重
複

を
避
け
医
療
資
源
の
適
正
配
分
を
図
る
こ
と

が
で
き
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
医
師
確
保
対
策
に
資
す
る
観

点
か
ら
も
、
基
幹
病
院
に
医
師
を
集
約
し
勤

務
医
の
労
働
環
境
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、

日
常
的
な
医
療
を
担
う
病
院
や
診
療
所
へ
定

期
的
に
医
師
を
派
遣
す
る
機
能
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

Ⅴ
経
営
形
態
の
見
直
し

民
間
的
経
営
手
法
の
導
入
を
図
る
観
点
か

ら
、
地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
、
地
方

独
立
行
政
法
人
化
（
非
公
務
員
型
）
等
に
よ

り
経
営
形
態
を
改
め
る
ほ
か
、
民
間
へ
の
事

業
譲
渡
や
診
療
所
化
を
含
め
、
事
業
の
在
り

方
を
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

い
ず
れ
の
形
態
に
よ
る
と
し
て
も
、
効
果

を
上
げ
る
た
め
に
は
人
事
・
予
算
等
に
係
る

実
質
的
な
権
限
が
経
営
責
任
者
に
付
与
さ

れ
、
経
営
責
任
者
に
お
い
て
自
立
的
な
意
志

決
定
が
行
わ
れ
る
一
方
で
、
そ
の
結
果
に
関

す
る
評
価
及
び
責
任
は
経
営
者
に
帰
す
る
こ

と
と
す
る
な
ど
、
経
営
に
関
す
る
権
限
と
責

任
が
明
確
に
一
体
化
す
る
運
用
が
担
保
さ
れ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
お
け

る
医
療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
動

向
を
改
め
て
検
証
し
、
必
要
な
場
合
に
は
診

療
所
化
や
老
人
保
健
施
設
等
へ
の
転
換
な
ど

事
業
形
態
自
体
も
幅
広
く
見
直
し
の
対
象
と

し
、
そ
の
地
域
に
お
い
て
最
適
な
保
健
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
総
合
的
な
検

討
を
行
う
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

Ⅵ
実
施
状
況
の
点
検
・
評
価
・
公
表
等

改
革
プ
ラ
ン
の
対
象
期
間
は
、
経
営
効
率

化
に
か
か
る
部
分
は
3
年
、
再
編
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
及
び
経
営
形
態
の
見
直
し
に
係
る
部

分
に
つ
い
て
は
5
年
程
度
を
標
準
と
し
て
い

ま
す
。

改
革
プ
ラ
ン
は
住
民
に
対
し
て
速
や
か
に

公
表
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
施
状
況
を
お

お
む
ね
年
1
回
以
上
点
検
・
評
価
を
行
う
こ

と
を
要
請
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
遅
く
と
も

2
年
間
が
経
過
し
た
時
点
に
お
い
て
、
改
革

プ
ラ
ン
で
掲
げ
た
経
営
指
標
に
係
る
数
値
目

標
の
達
成
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
き
は
、

改
革
プ
ラ
ン
の
全
体
を
抜
本
的
に
見
直
し
、

経
営
形
態
の
更
な
る
見
直
し
も
含
め
、
そ
の

全
面
的
な
改
定
を
行
う
こ
と
が
適
当
と
し
て

い
ま
す
。

総
務
省
で
は
、
公
立
病
院
改
革
が
円
滑
に

進
め
ら
れ
る
よ
う
、
改
革
の
実
施
に
伴
い
必

要
と
な
る
経
費
に
つ
い
て
財
政
上
の
支
援
措

置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
公
立
病
院
に
関
す

る
既
存
の
地
方
財
政
措
置
に
つ
い
て
所
要
の

見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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平
成
17
年
3
月
22
日
、
山
梨
市
、
牧
丘

町
、
三
富
村
が
合
併
し
、
新
「
山
梨
市
」
が

誕
生
し
ま
し
た
。

平
成
11
年
、「
市
町
村
の
合
併
の
特
例

に
関
す
る
法
律
」（
旧
合
併
特
例
法
）
に
、

地
方
交
付
税
の
合
併
算
定
替
の
大
幅
延
長

や
合
併
特
例
債
の
創
設
が
盛
り
込
ま
れ
、

以
降
、
進
め
ら
れ
た
「
平
成
の
大
合
併
」

の
終
盤
、
旧
合
併
特
例
法
の
適
用
期
限
が

迫
っ
た
中
で
の
合
併
で
し
た
。

東
山
梨
地
域
の
合
併
協
議

私
自
身
、
合
併
協
議
に
関
わ
っ
た
者
の

一
人
と
し
て
、
今
、
改
め
て
合
併
ま
で
の

道
の
り
を
振
り
返
る
と
、
紆
余
曲
折
の
合

併
協
議
の
中
で
、「
独
自
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
き
た
市
町
村
が
ひ
と
つ
に
な
る

こ
と
の
難
し
さ
」
を
実
感
し
た
日
々
で
し

た
。東

山
梨
地
域
の
具
体
的
な
合
併
協
議

は
、
平
成
13
年
1
月
、
当
時
、
東
山
梨
行

政
事
務
組
合
を
構
成
し
て
い
た
塩
山
市
、

山
梨
市
、
春
日
居
町
、
牧
丘
町
、
三
富
村
、

勝
沼
町
、
大
和
村
の
7
市
町
村
で
、「
峡
東

地
域
市
町
村
合
併
検
討
・
協
議
会
」
を
発

足
さ
せ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、

一
部
事
務
組
合
と
し
て
広
域
行
政
を
行
っ

て
き
た
7
市
町
村
で
の
合
併
協
議
は
、
ご

く
自
然
な
流
れ
で
し
た
。

し
か
し
、
平
成
14
年
3
月
、
春
日
居
町

が
東
山
梨
地
域
の
枠
組
み
に
参
加
し
な
い

こ
と
を
表
明
、
こ
れ
以
降
、
合
併
協
議
の

休
止
、
平
成
15
年
3
月
の
春
日
居
町
を
除

く
6
市
町
村
で
の
任
意
協
議
会
再
編
、
同

年
11
月
の
法
定
合
併
協
議
会
設

置
、
そ
し
て
、
平
成
16
年
7
月
、

山
梨
市
の
法
定
合
併
協
議
会
か

ら
の
脱
退
と
い
っ
た
経
過
を
た
ど

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の

と
き
、
旧
山
梨
市
か
ら
合
併
協
議

会
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
私
は
、
6

市
町
村
の
職
員
と
と
も
に
合
併

と
い
う
ゴ
ー
ル
だ
け
を
考
え
て
い

た
た
め
、
し
ば
ら
く
は
頭
の
中
を

整
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

新
た
な
枠
組
み
で
の

再
ス
タ
ー
ト

離
脱
に
よ
っ
て
合
併
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

白
紙
に
な
る
中
で
、
個
人
的
に
は
「
単
独

で
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
乗
り
切
る
た
め

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
」
と
い
う
選
択

肢
を
想
定
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
笛

吹
川
沿
い
に
つ
な
が
る
山
梨
市
、
牧
丘
町
、

三
富
村
で
の
合
併
と
い
う
機
運
が
高
ま

り
、
平
成
16
年
9
月
28
日
に
3
市
町
村
に

よ
る
合
併
協
議
会
設
立
準
備
会
代
表
者
会

議
、
10
月
1
日
に
合
併
協
議
会
設
立
準
備

会
が
開
か
れ
、
10
月
5
日
に
は
3
市
町
村

の
臨
時
議
会
に
お
い
て
法
定
合
併
協
議
会

設
置
議
案
が
可
決
さ
れ
て
、「
山
梨
市
・
牧

丘
町
・
三
富
村
合
併
協
議
会
」
が
設
置
さ

れ
た
の
で
し
た
。

3
市
町
村
に
よ
る
合
併
協
議
で
、
ま
ず

確
認
し
た
の
は
合
併
の
期
日
で
し
た
。
合

併
特
例
法
に
基
づ
く
支
援
措
置
の
適
用
期

限
が
延
長
さ
れ
る
と
の
話
も
あ
り
ま
し
た

が
、
平
成
16
年
度
内
で
の
合
併
を
確
認
し
、

平
成
17
年
3
月
22
日
を
合
併
期
日
と
決
定

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
合
併
協
議

の
期
間
は
約
6
カ
月
と
な
り
、
非
常
に
ハ

ー
ド
な
日
程
で
協
議
を
進
め
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
す
。

協
議
期
間
6
ヵ
月

で
の
合
併

合
併
協
議
の
期
間
は
短
く
て
も
、
合
併

ま
で
の
手
続
き
が
変
わ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
75
項
目
に
わ
た
る
合
併
協
定
項

目
の
調
整
、
数
百
、
数
千
と
い
わ
れ
る
事

務
事
業
の
す
り
合
わ
せ
、
新
市
建
設
計
画

の
策
定
、
庁
舎
移
転
、
配
置
分
合
の
手
続

き
な
ど
、
山
積
す
る
合
併
業
務
に
追
わ
れ

る
日
々
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
合
併
協
議

会
に
派
遣
さ
れ
た
職
員
だ
け
で
は
な
く
、

3
市
町
村
の
全
職
員
、
合
併
協
議
会
委
員
、

市
町
村
議
会
議
員
な
ど
、
関
係
す
る
全
て

の
皆
さ
ん
の
熱
意
と
昼
夜
を
問
わ
な
い
努

力
に
よ
っ
て
、
平
成
16
年
11
月
19
日
に
合

併
協
定
調
印
式
を
行
い
、
配
置
分
合
に
関

す
る
市
町
村
議
会
の
議
決
、
総
務
大
臣
の

告
示
を
経
て
、
翌
17
年
3
月
22
日
、
無
事
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に
新
市
誕
生
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

半
年
と
い
う
短
期
間
で
の
合
併
を
な
し

得
た
の
は
、
関
係
者
の
努
力
だ
け
で
は
な

く
、
国
道
1
4
0
号
で
結
ば
れ
、
地
理
的
、

歴
史
的
な
つ
な
が
り
の
中
で
、
こ
れ
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
交
流
を
行
っ
て
き
た
と

い
う
土
壌
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
合

併
協
議
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
や

自
治
体
と
し
て
歩
み
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
お
互
い
を
尊
重
し
合
っ
て
合
併
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
前
向
き
に
議
論
を

進
め
て
き
た
か
ら
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
市
に
お
け
る

基
盤
づ
く
り

合
併
か
ら
3
年
半
が
経
過
し
、
中
村
市

長
の
も
と
で
新
し
い
自
治
体
と
し
て
の
基

盤
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
18

年
度
に
は
、
合
併
後
、
最
初
の
総
合
計
画

と
な
る
「
第
1
次
　
山
梨
市
総
合
計
画
」

を
策
定
し
、
こ
れ
を
最
上
位
計
画
と
し
て
、

順
次
、
分
野
ご
と
の
詳
細
計
画
づ
く
り
を

進
め
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

た
具
体
的
な
考
え
方
を
確
認
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
提
示
し
て
き
ま
し
た
。

総
合
計
画
で
は
、
10
年
後
の
将
来
像
と

し
て
「
人
・
地
域
・
自
然
が
奏
で
る
　
和

み
の
ま
ち
　
山
梨
市
」
を
掲
げ
、
次
の
三

つ
を
基
本
理
念
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
豊
か
な
自
然
、
特
色
あ
る

歴
史
、
豊
富
な
果
物
な
ど
多
様
な
地
域
資

源
を
守
り
、継
承
し
な
が
ら
地
域
の
個
性
、

魅
力
と
し
て
活
用
し
て
い
く
「
地
域
特
性

を
生
か
し
た
個
性
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」、
二
つ
目
は
、
本
市
を
構
成
す
る
都

市
地
域
、
田
園
地
域
、
山
岳
地
域
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
伝
統
、
文
化
を
尊
重

し
な
が
ら
、
交
流
や
連
携
に
よ
り
「
山
梨

市
民
」
と
し
て
の
一
体
感
を
醸
成
す
る

「
交
流
と
連
携
に
よ
る
一
体
感
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」、
三
つ
目
は
、
市
民
参
画
の
取

り
組
み
を
推
進
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
な
が
ら
、
市
民
の
目
線
で
行
政
運

営
を
進
め
て
い
く
「
市
民
の
視
点
に
立
っ

た
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

こ
の
三
つ
の
基
本
理
念
を
踏
ま
え
、
将

来
像
の
実
現
を
目
指
し
て
、
常
に
挑
戦
し

続
け
る
市
政
運
営
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
の
個
性
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

現
在
、
地
方
分
権
が
進
む
中
で
、
住
民

に
最
も
近
い
自
治
体
で
あ
る
市
町
村
に
課

せ
ら
れ
た
課
題
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。
人
口
減
少
時
代
へ
の
対
応
、
少
子
高

齢
化
に
よ
る
社
会
保
障
や
福
祉
問
題
、
核

家
族
化
や
過
疎
化
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
低
下
、
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
子
供

た
ち
を
取
り
巻
く
新
た
な
問
題
、
多
発
す

る
自
然
災
害
を
踏
ま
え
た
住
民
の
安
全
対

策
、地
域
の
活
力
と
な
る
産
業
振
興
な
ど
、

本
市
に
お
い
て
も
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

合
併
協
議
の
中
で
改
め
て
事
務
事
業
の

現
状
を
認
識
し
、
新
し
い
自
治
体
の
枠
組

み
で
の
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
検
討
し

て
き
た
経
験
を
生
か
し
、
住
民
生
活
に
密

着
し
た
施
策
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
森

林
セ
ラ
ピ
ー
、
根
津
記
念
館
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
な
ど
地
域
特
性
を
生
か
し
た

新
た
な
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
、
そ
の
波
及

効
果
を
広
げ
て
魅
力
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
職
員
に
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

合
併
の
効
果

平
成
の
大
合
併
に
よ
り
山
梨
県
内
で
は

64
市
町
村
が
28
市
町
村
に
、
全
国
的
に
見

る
と
平
成
11
年
3
月
に
3，
2
3
2
あ
っ
た

市
町
村
が
、
平
成
20
年
11
月
に
は
1，
7
8

4
ま
で
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
地
方

自
治
体
の
構
図
は
大
き
く
変
化
し
ま
し

た
。
国
に
お
い
て
は
、
市
町
村
の
再
編
を

受
け
、
地
方
分
権
改
革
や
道
州
制
の
議
論

が
進
め
ら
れ
、
市
町
村
に
は
そ
れ
ら
に
対

応
で
き
る
体
制
づ
く
り
な
ど
も
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

「
合
併
は
究
極
の
行
政
改
革
で
あ
る
」

と
言
わ
れ
、
合
併
し
た
自
治
体
で
は
常
に

「
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
」
を
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

合
併
を
契
機
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
区

域
の
拡
大
な
ど
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

が
可
能
に
な
っ
た
反
面
、
水
準
の
見
直
し

な
ど
に
よ
っ
て
一
部
負
担
増
に
な
っ
た
も

の
も
あ
り
、
合
併
の
効
果
を
明
確
に
述
べ

る
の
は
非
常
に
難
し
い
と
い
う
の
が
現
状

で
す
。お

わ
り
に

「
自
分
自
身
に
と
っ
て
合
併
と
は
何
だ

っ
た
の
か
」
を
考
え
る
と
、
市
の
業
務
や

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
改
め
て
見
つ
め

直
す
い
い
機
会
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。い

ず
れ
に
し
て
も
、
合
併
だ
け
で
明
る

い
未
来
が
約
束
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
積
極
的

な
行
財
政
改
革
を
行
い
、
常
に
市
民
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
な
が
ら
「
市
民
の
視
点
」
で

行
政
運
営
を
考
え
て
い
く
こ
と
、
市
民
と

同
じ
目
的
を
共
有
し
、
と
も
に
汗
を
流
す

こ
と
な
ど
、
職
員
の
意
識
改
革
と
市
民
の

参
画
に
よ
り
、「
合
併
し
て
よ
か
っ
た
」
と

思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
何
よ
り
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
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平成１９年４月から、大月市から派遣職員として都市計画課に配属になり
ました、田邊克明です。
早いもので、１年半が経過しようとしています。当初は、職場環境の変化

や今まで都市計画に関する仕事に携わったことがなかったため戸惑う日々
が続きましたが、周囲の方々に助けられ、毎日充実した日々を送っていま
す。
昨年度は都市公園担当で主に県営都市公園の管理、指定管理者制度を導

入している公園の指定管理者への指導等を行ってきました。
今年度は街路・市街地担当に配属になり、まちづくり交付金事業を担当し

ています。県内の市町村のまちづくり及び他都道府県のまちづくりが学べ
大変勉強になっています。
今後も、県職員の方々や他の市町村の方々との交流を深め、県・他市町村

の良いところを一つでも多く学び、今後の大月市の発展に生かせるよう頑
張りたいと思います。今後ともよろしくお願いします。

県と市町村、また、市町村間において職員交流が盛んに行わ
れています。今回は、市町村から県へ派遣され活躍している
皆さんに登場していただき、近況を紹介していただきました。

都市計画課

田邊　克明
（大月市）昨年４月から交流職員として商業振興金融課にお世話になっていま

す。県への異動が決まった昨年の３月、前任の茨城県の方と引継ぎをし
て、課員の皆さんにごあいさつをした時の緊張感と、迎えてくださった
温かい雰囲気は今でも忘れられません。
現在は昨年に引き続き、商業・流通担当として、商業振興に関する分

野の業務に携わっています。商店街や中心市街地の活性化が注目され
る中、山梨市から一歩離れ、県内外の取り組み状況を知ることができる
のは何よりの財産です。地域が抱える課題はそれぞれに異なり、しかし
共通している点もあり、考えさせられることが多くありますが、どんな
環境においても欠かせない重要なテーマは「人づくり」ではないかと感
じています。
肌で感じた様々なことを仕事に結び付けて考え、少しでも商業振興や

まちづくりに取り組む方々のお力になれるように、また、お世話になっ
ている方々への感謝の気持ちを忘れずに、残りの期間を大切に過ごさ
せていただきたいと思います。

商業振興金融課

原田　亙
（山梨市）

昨年４月に北杜市から交流派遣職員として、生涯学習文化課へ配属され、早い
もので約１年半が経ちました。
当初は、県の様々なシステムに慣れることからはじまり、これまであまり興味

もなく、経験したことのない文化芸術に関わる仕事に大変戸惑い、苦慮する日々
を過ごしていましたが、課の皆様をはじめ、庁内の皆様、私の仕事に関係する多
くの方々からご指導、ご支援等をいただくことで、ここまで頑張ってくることが
できました。皆様には感謝の気持ちでいっぱいです。
私は当課で文化振興担当として、各市町村や文化芸術団体等への各種助成事

業や芸術文化事業への後援・知事賞の交付などを担当していますが、当課は課名
どおり「生涯学習」と「文化芸術」に溢れる課です。文化芸術にあまり興味のなか
った私も、当課へ来て数多くの文化芸術に触れる機会を得て、知識も増え、様々
な経験もさせていただき、少しずつ文化芸術に対する興味も湧いてきたところ
です。
県庁へ来て、ここまで過ごしてきた全ての事が貴重な経験で、また様々な人と

出会うことができ、今後の自分にとって大きな財産を得る事ができたと思って
います。残り約半年になりますが、もっと多くの財産を得られるよう今後も頑張
りたいと思います。

生涯学習文化課

内藤　和樹
（北杜市）

平成１９年４月より甲斐市役所から交流派遣職員として、森林環境部循
環型社会推進課（現・環境創造課）に配属され、早いもので１年半が経過
しようとしています。
配属直後は、県のシステムに慣れること、環境分野（地球温暖化対策）

の仕事が初めてということもあり、これまでとまったく違う環境の中で
の仕事に不安でしたが、周囲の方々のご指導をいただきながらなんとか
今日までやってくることができました。
現在、地球温暖化対策担当として県内の温暖化防止活動に取り組む

様々な団体や事業者の方々と多く接し、地球温暖化対策の取り組みを行
っています。世界規模で大きな問題となっている地球温暖化は、行政と
しても積極的に対策を講じていかなければならないと感じています。
あと残り約半年間の派遣交流ですが、市役所では経験できないことを

体験し、できるだけ多くの方と知り合いになり、山梨県庁での生活をい
ろいろな意味で楽しみたいと思っています。また、市に戻ったときにこ
の経験を活かせるよう努力していきたいと思います。

環境創造課

日本　修
（甲斐市）
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甲府市から福祉保健部長寿社会課に配属され、早いもので１年半が過
ぎようとしています。
当初は、職場環境や事務手順等の相違に戸惑うことばかりでしたが、

幸いにして市で担当していた職務と関連があったこと、また何よりも周
囲の方々の温かい御指導や御助言をいただくことで徐々に順応すること
ができ、現在は多忙の中にも充実した毎日を過ごしています。
配属先の長寿社会課では、介護保険制度の適正な運営と介護サービス

の質の確保を図るために、介護保険法の規定に基づく介護サービス事業
者の指導監督業務のほか、介護サービスの質向上のための各種研修事業
を担当しています。県での業務を通じて、自治体職員として事務の正確
性や企画立案能力、職務に対する専門性が重要であることを再認識する
ことができました。
県の組織での経験は、職務の面はもとより人間関係も含めて、自分自

身の貴重な財産になると信じています。このような機会を与えてくださ
った市関係者の皆様に感謝するとともに、派遣後にこの経験が活かすこ
とができるよう、残りの期間を精一杯頑張りたいと思います。

本年4月より韮崎市から中北建設事務所峡北支所道路課にお世話
になり、もうすぐ半年が経とうとしております。当初は今までとは
全く違う環境に戸惑い、何をやるにも不安で一杯でしたが、周囲の
方々にお世話になりながら何とかここまでやって来ました。
韮崎市では、道水路維持担当におり、小規模な工事の担当と現場

へ出ての草刈り、舗装工、道路の穴埋め、水路のゴミ取り、雪かき等
の業務を行っていたのですが、現在は、計画や道路改良等が主の業
務である南部道路担当で、茅野北杜韮崎線「青坂バイパス」を担当さ
せていただいており、工事規模や工事金額等、今まで私が経験した
ことの無かった大きな工事をやらせていただく事になりました。こ
のバイパスは地元では交通量の増加に伴い、是非早期に完成しても
らいたいと切望している道路であります。この道路の担当になると
は夢にも思いませんでしたし、初めは戸惑いましたが、やり甲斐と
共に時間が経つにつれ責任の重さを感じているところであります。
このようなチャンスをいただき、山梨県へ来させていただいたこ

とにつきましては、これから自分にとって大変プラスになると思い
ます。この機会に、市では経験できない様々な現場を見させていた
だき、携わる中で多くのことを吸収し、今後に生かして行きたいと
考えています。

みなさん、こんにちは。
昨年度より県民生活課にお世話になっています稲葉昭人です。気

が付けば、派遣生活も１年半が経過し、配属当初、非常に長く感じら
れた２年間も、残すところ半年になりました。
私が担当している業務は、特定非営利活動促進法（ＮＰＯ法）によ

る業務と協働の推進の業務です。派遣当初は、ＮＰＯ！？ 協働！？言
葉一つ分からず、戸惑うことばかりでしたが、上司や同僚の皆様の
温かいご指導をいただき少しずつでも消化していく事ができまし
た。特にＮＰＯの斬新性、行動力には驚かされる事ばかりで、少子高
齢化や地域再生など多様化する地域課題、住民ニーズに応えていく
にはＮＰＯとの協働が不可欠であることを感じさせられました。
来年の４月には市役所に復帰しますが、このような貴重な機会を

与えてくださった皆様に感謝申し上げます。
最後に、県民生活課の皆様にご指導を頂きながら今日まで大過な

く業務を行ってきました。県民生活課の皆様、いろいろとありがと
うございました。
残り半年間、よろしくお願いします。

長寿社会課

武田　英明
（甲府市）

中北建設事務所峡北支所

五味　政人
（韮崎市）

県民生活課

稲葉　昭人
（笛吹市）

この４月に増穂町から総務部市町村課地域振興・合併推進担当に研修生と
してお世話になっています。４月当初は、組織の大きさや環境の変化に戸惑
う日々が続き、１年間の研修期間が長いものになるであろうと思っていまし
た。しかし、課内の方々との日常の業務や仕事以外での交流を通すなかで、
そんな不安はすぐに払拭されました。今では、緊張感の中にも楽しさがあ
り、充実した日々を送っています。
現在は、地域づくりに関する業務が中心ですが、地域づくりの必要性、問

題点など何一つ取っても学ぶ事ばかりで、勉強の毎日となっています。また、
各市町村担当者の方々とも接する機会が多く、各地域の現状、課題を把握
できると同時に担当者の方々と情報交換を持つことができるので、交流を
深めるいい機会にもなっています。
山梨県へ研修させていただいたことは様々な面でプラスになっています。

残り半年足らずの研修期間ですが、課内の方々や市町村の担当者の方々と
の交流を深めて行き、今後の増穂町での職務に活かせるようにたくさんの
ことを吸収していきたいと思います。

市町村課

堀口　昭義
（増穂町）
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住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
以
下
「
住
基
カ
ー
ド
」
と

い
う
。）
は
、
平
成
15
年
8
月
25
日
か
ら
交
付
が
開
始
さ

れ
、
平
成
20
年
3
月
31
日
現
在
の
累
計
交
付
枚
数
は
、

全
国
で
約
2
3
4
万
枚
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
山
梨
県
の
累
計
交
付
枚
数
は
1
万
3
0
2
枚
で

あ
り
、
対
前
年
度
比
と
し
て
、
6，
2
7
3
枚
（
1
5

5
・
6
％
）
の
大
幅
な
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
要
因
は
、
多
目
的
利
用
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
県
内

で
初
め
て
実
施
し
た
、
笛
吹
市
、
甲
州
市
の
共
同
実
施

で
あ
る
、
自
動
交
付
機
に
よ
る
証
明
書
（
住
民
票
の
写

し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
）
の
広
域
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
、

平
成
19
年
6
月
1
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、

住
基
カ
ー
ド
の
交
付
手
数
料
を
無
料
化
し
た
こ
と
が
主

な
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

事
実
、
平
成
19
年
度
だ
け
で
、
笛
吹
市
は
2，
1
5
2

枚
（
前
年
度
比
6
6
8
・
3
％
増
）、
甲
州
市
は
1，
3
4

3
枚
（
前
年
度
比
7
6
6
・
4
％
増
）
の
住
基
カ
ー
ド

を
交
付
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
累
計
交
付
枚
数
の
8
割

以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

住
基
カ
ー
ド
の
普
及
拡
大
に
は
、
市
町
村
に
お
け
る

多
目
的
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
組
み
が
大
き
な
鍵
と
な

っ
て
お
り
、
前
述
し
た
笛
吹
市
及
び
甲
州
市
を
見
て
も

一
目
瞭
然
で
す
。

全
国
で
は
、
平
成
20
年
4
月
1
日
現
在
に
お
い
て
、

1
4
3
団
体
が
多
目
的
利
用
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
証
明
書
自
動
交
付
、
印
鑑
登

録
証
、
図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド
、
申
請
書
自
動
作
成
サ
ー

ビ
ス
で
あ
り
、
こ
の
他
、
電
子
マ
ネ
ー
、
病
院
診
察
券
、

学
童
安
心
安
全
シ
ス
テ
ム
、
子
育
て
支
援
シ
ス
テ
ム
及
び

各
種
（
湯
め
ぐ
り
ポ
イ
ン
ト
、
商
店
街
ポ
イ
ン
ト
等
）
ポ

イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
等
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
多
目
的

利
用
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
を
実
施
す
る
に
は
、
多
額
の
費
用

が
必
要
と
な
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
団
体
に
お

い
て
は
、
な
か
な
か
踏
み
込
め
な
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
財
団
法
人
地
方
自
治
情
報
セ
ン
タ

ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
で
は
、
毎
年
、
行

政
の
効
率
化
や
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
住
基
カ
ー
ド
の
多
目
的
利
用
サ
ー
ビ
ス

の
推
進
を
支
援
す
る
た
め
、
市
町
村
及
び
一
部
事
務
組

合
等
（
以
下
「
市
町
村
」
と
い
う
。）
を
対
象
に
、
住
基

カ
ー
ド
の
利
活
用
関
連
事
業
の
実
施
団
体
を
公
募
し
、

そ
の
取
り
組
み
に
掛
か
る
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
平
成
20
年
度
に
公
募
が
実
施
さ
れ
た
2

つ
の
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ

い
て
は
前
年
度
2
月
に
通
知
さ
れ
た
、
各
公
募
要
領
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

1．
『
I
C
カ
ー
ド
標
準
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
の
広
域
で
の
多
目
的
利
用
促
進
事
業
』

【
公
募
の
目
的
】
住
基
カ
ー
ド
の
多
目
的
利
用
方
策
と
し

て
、
セ
ン
タ
ー
が
提
供
す
る
I
C
カ
ー
ド
標
準
シ
ス
テ

ム
（
以
下
「
標
準
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
。）
を
共
同
で
導

入
し
、
地
域
住
民
に
広
域
で
先
進
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
事
業
を
実
施
す
る
市
町
村
に
対
し
て
、
そ
の
取
り

組
み
に
掛
か
る
費
用
を
助
成
。

本
公
募
は
、
事
業
の
実
施
を
通
じ
、
標
準
シ
ス
テ
ム

の
導
入
効
果
や
課
題
の
検
証
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
目
的
を
理
解
し
、
当
該
事
業
の
実
施
を
希
望

は
じ
め
に

利
用
促
進
へ
の
取
り
組
み

助
成
制
度
の
活
用
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す
る
市
町
村
に
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
た
、
効
果
の
期

待
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
提
案
を
求
め
る
も
の
。

【
事
業
の
概
要
】
次
の
①
〜
⑤
項
の
テ
ー
マ
に
お
い
て
、

助
成
要
綱
（
省
略
）
に
基
づ
き
、
当
該
事
業
の
実
施
に

必
要
な
経
費
の
全
部
又
は
一
部
を
助
成
。
た
だ
し
、
事

業
の
提
案
内
容
に
よ
り
調
整
。

①
消
防
庁
安
否
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
た
広
域
で
の
避
難

者
情
報
サ
ー
ビ
ス
（
6，
0
0
0
万
円
〜
１
５，
0
0
0

万
円
※
）

②
県
内
全
域
を
目
途
に
展
開
す
る
救
急
車
内
情
報
読
取

サ
ー
ビ
ス
（
6，
0
0
0
万
円
〜
１
５，
0
0
0
万
円
※
）

③
広
域
で
の
証
明
書
交
付
（
自
動
交
付
機
の
利
用
を
含

む
）
サ
ー
ビ
ス
（
１
０，
0
0
0
万
円
〜
１
５，
0
0
0

万
円
※
）

④
公
立
図
書
館
を
共
通
的
に
住
基
カ
ー
ド
で
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
（
2，
5
0
0
万
円
〜
5，
0
0
0
万
円
※
）

⑤
そ
の
他
広
域
で
の
サ
ー
ビ
ス
（
2，
5
0
0
万
円
〜
5，

0
0
0
万
円
※
）

※
助
成
額
は
4
市
町
村
以
上
を
想
定
し
て
お
り
、
構
成

数
に
よ
り
変
動
す
る
。

2．
『
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
自
動
交
付
機

導
入
推
進
事
業
』

【
公
募
の
目
的
】
住
基
カ
ー
ド
の
多
目
的
利
用
方
策
と
し

て
、
住
基
カ
ー
ド
に
対
応
し
た
自
動
交
付
機
を
新
規
に

導
入
（
更
新
も
含
む
。
以
下
に
同
じ
。）、
追
加
若
し
く

は
改
修
を
行
い
、
そ
の
活
用
策
と
し
て
時
間
外
、
土

日
・
祝
日
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
、
既
存
行
政
カ
ー
ド
の

統
合
、
住
基
カ
ー
ド
の
取
得
促
進
等
を
一
体
的
に
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、「
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」「
住
民

の
利
便
性
の
向
上
」「
市
町
村
事
務
の
効
率
化
」
を
図
る

市
町
村
に
対
し
、
そ
の
取
り
組
み
に
係
る
費
用
を
助
成
。

【
事
業
の
概
要
】
助
成
要
綱
（
省
略
）
に
基
づ
き
、
10
団

体
を
目
途
と
し
て
、
当
該
事
業
の
実
施
に
必
要
な
経
費

に
0
・
5
を
乗
じ
て
得
た
額
（
原
則
と
し
て
、
当
該
額

が
5，
0
0
0
万
円
を
超
え
る
時
は
、
5，
0
0
0
万
円
を

上
限
と
す
る
。）
を
助
成
。
た
だ
し
、
事
業
の
提
案
内
容

に
よ
り
調
整
。

《
助
成
の
要
件
》

①
提
案
者
と
し
て
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
市
町
村
で

あ
る
こ
と
。

②
住
基
カ
ー
ド
対
応
型
自
動
交
付
機
を
新
規
、
追
加
導

入
若
し
く
は
既
存
機
器
の
改
修
を
行
い
、
窓
口
対
応

時
間
外
（
土
日
・
祝
日
を
含
む
。）
を
含
め
、
証
明
書

自
動
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
。（
近
隣
市
町

村
と
シ
ス
テ
ム
連
携
し
た
広
域
交
付
の
将
来
的
な
実

現
を
想
定
し
た
仕
組
み
の
構
築
を
検
討
す
る
こ
と
。）

③
印
鑑
登
録
証
、
住
民
カ
ー
ド
、
図
書
館
利
用
者
カ
ー

ド
等
既
存
の
行
政
カ
ー
ド
を
住
基
カ
ー
ド
に
統
合
化

す
る
（
又
は
検
討
す
る
）
こ
と
。

④
住
民
が
住
基
カ
ー
ド
を
取
得
し
や
す
い
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
。

○
交
付
手
数
料
の
一
定
期
間
の
無
料
化
等
、
自
動
交
付

機
に
よ
る
証
明
書
交
付
手
数
料
の
減
額
、
発
行
受
付
、

交
付
場
所
及
び
時
間
帯
の
拡
大
等
を
検
討
す
る
こ
と
。

⑤
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
枚
数
の
増
加
見
込
み
を
策
定
す

る
こ
と
。

⑥
住
基
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
に
係
る
広
報
を
実
施
す
る

こ
と
。

⑦
次
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、
自
動
交
付
機
を
活
用
し

た
住
基
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
を
継
続
し
て
推
進
す
る

こ
と
。

こ
の
他
、
住
基
カ
ー
ド
へ
の
ワ
ン
カ
ー
ド
化
の
取
り

組
み
と
し
て
、
各
種
行
政
カ
ー
ド
（
印
鑑
登
録
証
等
）

に
使
用
し
て
い
る
バ
ー
コ
ー
ド
や
磁
気
ス
ト
ラ
イ
プ
を
、

住
基
カ
ー
ド
の
裏
面
に
貼
付
し
た
り
、
住
基
カ
ー
ド
の

既
存
の
磁
気
ス
ト
ラ
イ
プ
を
利
用
し
た
り
す
る
こ
と
に

よ
り
、
シ
ス
テ
ム
改
修
を
ほ
と
ん
ど
必
要
と
せ
ず
、
費

用
の
軽
減
を
図
り
な
が
ら
、
ワ
ン
カ
ー
ド
化
を
実
施
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
そ
の
後
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
更

改
期
に
併
せ
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
高
い
住
基
カ
ー
ド

の
I
C
チ
ッ
プ
を
利
用
す
る
方
法
に
切
り
換
え
る
こ
と

な
ど
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
総
務
省
に
お
い
て
は
現
在
、
住
基
カ
ー
ド
の

交
付
手
数
料
の
無
料
化
に
対
す
る
財
政
措
置
と
し
て
、

平
成
20
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
23
年
3
月
31
日
ま
で
、

特
別
交
付
税
の
加
算
措
置
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
目
的

利
用
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
時
期
又
は
、
ワ
ン
カ
ー
ド
化
へ

の
実
施
時
期
に
併
せ
て
、
効
率
的
に
住
基
カ
ー
ド
の
手

数
料
の
無
料
化
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
も
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

住
基
カ
ー
ド
は
、
電
子
政
府
・
電
子
自
治
体
の
基
礎

で
あ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
住
民
の
利
便
性
の

向
上
、
行
政
事
務
の
効
率
化
に
資
す
る
も
の
で
す
。
今

後
も
、
行
政
事
務
の
電
子
化
が
進
む
に
連
れ
て
、
国
の

様
々
な
施
策
に
展
開
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
考
え

る
こ
と
か
ら
、
各
市
町
村
に
お
い
て
も
、
住
基
カ
ー
ド

の
普
及
促
進
の
観
点
か
ら
、
多
目
的
利
用
サ
ー
ビ
ス
や

無
料
化
の
検
討
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
施
策
に

対
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

住
基
カ
ー
ド
へ
の
ワ
ン
カ
ー
ド
化
等

お
わ
り
に
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望月　一希 

伊藤　直樹 

山口　晃司 
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佐野　正子 
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企画財政課副主査 

政策形成課副主査 

企画財政課主査 
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総務課主査係長 

総務課主幹 

総務課主任 

市町村課課長補佐 

総務課主任 

総務課主事 

 

本情報誌「やまなし自治の風」については、地方自治の新しい風をいち早く、市町村職員の皆さんに

紹介するとともに、市町村のまちづくりや職員の皆さんの活躍ぶりを広く取り上げるため、平成11年7

月に創刊し、現在、9月と3月の年2回発行をしています。(創刊号から本号まで本協会のホームページ

(http://www.ympa.or.jp/)でもご覧いただけます)

本誌の編集に当たっては、創刊以来、県市町村課の皆さんにご協力をいただく中で発行を重ねて参り

ましたが、本年度から市町村職員等で構成する市町村情報誌「やまなし自治の風」編集委員会を設置し、

市町村職員の情報誌として、これまで以上に職員の皆さんのニーズを把握する中で一層内容の充実を図

ってまいります。

今後は、本編集委員13名が本誌の編集方針や内容等検討し、発刊して参りますが、市町村職員の皆さ

んにとって、タイムリーな話題を特集として取り上げるとともに、国や県の動向をはじめ先進的な市町

村の取り組みの情報提供、人事交流など多方面で活躍する職員の皆さんの紹介等、「やまなし自治の風」

が広く愛読されるよう内容の見直し、充実に努めて参りたいと考えております。

市町村職員の皆さん方には、是非ともご意見、ご提言等編集委員会にお寄せいただきますようお願い

いたします。

市町村職員情報誌「やまなし自治の風」編集委員会について
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